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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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[image: 二子一揮　没頭]
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[image: 前髪の理由]

　二に子こ一いっ揮きの父はオタクであった。『機き動どう戦せん士しガンダム』と『ゴジラ』が好きで、お台だい場ばのガンダム解体は仕事を休んで見にいったし、昭和特とく撮さつからハリウッドまでゴジラ全シリーズの裏話を網もう羅らしているガチなオタクである。

　そして母もまたオタクであった。ＣＬＡＭＰクランプが好きで『カードキャプターさくら』にハマり、アニメイトに通いグッズを集めてコスプレにも片足をつっこんだ。ビジュアルがかわいかったので、時代が時代だったらコスプレイヤーとしてバズっていたかもしれない。

『ガンダム』・『ゴジラ』オタクと、ＣＬＡＭＰクランプマニア。

　二月五日、二子はふたりの愛の結けっ晶しょうとして生まれた。

　幸運にも母親似で、ぱっちりした丸い眼めがかわいらしい。

　恥はずかしがり屋やで、臆おく病びょうで、泣き虫。幼少期は、部屋のすみっこに傘かさを組み合わせて基地を作って遊んでいるような子どもだった。

　ひとり遊びが好きなおとなしい男の子だったが、小学校のころには、父母から受うけ継ついだ気質と英才教育で立派なオタクになっていた。

　アニメもマンガも大好き。特にハマったのは『遊ゆう戯ぎ王おう』のカードゲームである。

　なかなかに奥おくの深い世界で、二子は夢中になった。カードゲームの対戦を「デュエル」、使うカードのセットを「デッキ」と言うが、デュエルで勝つためにデッキを構築するのがたまらなく楽しいのだ。

　オタクの両親的にも「さすが我わが子である」「よくわかってるぞい♡」と、全面協力した。トレカ専門店に連れていき、強いデッキを一緒に考え、大会があれば東京だろうが大阪だろうが遠えん征せいにいく。

　オタクのサラブレッドなので、ハマればとことん究きわめたくなる。そこそこ大きい大会で小学生ながら好成績をおさめ、界かい隈わいでは「あいつはいずれ世界トップデュエリストになる」と噂うわさされるほどになった。

　夢中になれるものに出会えて、毎日が楽しい。幸せ。二子の世界は完かん璧ぺきだった。

　だが、小学校ではめちゃくちゃ浮ういていた。

　ふだんは口数が少なくおとなしいくせに、カードゲームのことになるとよくしゃべる。オタク偏へん差さ値ちの高いトークは家族のあいだでは平常運転だが、クラスメイトには奇き異いに映った。オタクトークのときと、ふだんとのギャップがすさまじい。

「二子くん遊ゆう戯ぎ王おう強いんだって？　デッキ見せて！」などと言おうものなら、「いいですよ。ぼくのメインデッキはですね……」といつもは真ん丸でかわいらしい眼めに、急に炎ほのおが宿る。

　それからリンク召しょう喚かん系けいが拡張性がシンクロが展開がと、カードを並べてペラペラとひとりで解説しまくる。

「あ、うん……。もういいよ二子くん……」

　こんな感じ。突然語りまくるのも怖いし、なにより眼めのギラつきが異常。

　友だちはだれひとりついてこられず、次し第だいに離はなれていった。

　オタク特有の独特なノリは親の責任な気もするが、好きなことにのめりこむ幸せを全力で教えてくれたのもまた両親であり、二子は満足だった。

　ちなみに前髪を伸ばすようになったのは、このころからだ。

　クラスメイトにさんざん「語り出したときの眼めが怖い」「眼めに狂きょう気きを感じる」「眼めが怖くて泣いちゃう」と言われたのが理由である。

　眼めは人を表す。そしてどうやら自分の眼めには、内なる狂きょう気きが漏もれ出でるらしい。

　隠かくし始はじめると恥はずかしくて、二子は眼めとおでこを出さなくなった。人前で顔を洗うことは決してなく、髪が濡ぬれて顔を見られるのがいやなので水泳は見学。海水浴も温泉旅行もいかない。

　非常にもったいないことに、母親譲ゆずりのぱっちりした丸い眼めは、だれにも知られることなく重い前髪の下に隠かくされることになる。
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　中学に入っても、二子の毎日は変わらなかった。

　アニメ、マンガ、カードゲーム。

　父親の二次元への造ぞう詣けいは深くアンテナは広くはりめぐらされており、おもしろい作品を次から次へと布教してくる。

　毎クールのアニメもチェックしなければいけないし、原げん作さく厨ちゅうの母親にマウントを取られたくないので原作も履り修しゅうしなければならない。

　やりたいことがありすぎて、毎日が楽しい。幸せ。二子の世界は完かん璧ぺきだった。

　だが、ここでひとつ問題が起きる。

　中学校では、いじめられるようになった。

　二子は変わらなくても、周囲は変わっていく。

　好きなものにどっぷりハマっている二子とちがい、自じ我がが不安定な一部のクラスメイトたちは、「自分より下のやつ」を見つけて安心しようとする。

　そして二子は、格好のターゲットとなった。

　中一の初夏、教室でひとり弁当を食べていると。

「おまえいっつもひとりでメシ食ってんのな！　友だちいねーの!?」

　やたらイキってるクラスメイトにからまれた。

　二子は、弁当を複数人で食べる必要性を感じないし、早く食べ終えてカードゲームのシミュレーションをしなければならない。

　相手にしないでもぐもぐ食べていると、そいつがキレた。

「おまえキモいんだよ！　クラスになじむ気ねえのかよ!?」

「…………」

　一いっ瞬しゅん考えてみた。答えは明らかだった。

　なじむ気は、ない。

　オタクは好きなものに脳の容量を全ぜん振ふりするので、クラスメイトにコミュ力を発揮する余力は残ってない。ということでもぐもぐ。

「無視してんじゃねえよ！」

　ブチ切れてるのは、伊い木き利り田た勝かつ太たである。

　彼はサッカー部で、入部してすぐレギュラーになった有望選手。サッカーがうまくてルックスがそこそこの陽キャ。サッカー部仲間とつるんで、カースト上位をキープすることに常に気を配っている。

「無視しちゃってすみません。えっと……あの……だれですか？」

　そんなやつの名前をインプットしてるわけもなく、素で聞いてしまう二子。

　この態度は、伊木利田のプライドをいたく傷つけた。

（ぼっちで最底辺のオタクのくせに……！　こんなさえないやつに、なめられてたまるかよ！）

　理り不ふ尽じんな話だが、それ以来、二子は伊木利田とそのサッカー部仲間にことあるごとにからまれるようになる。

「なんだよ二子、せっかく声かけてやってんのにさー」

（たのんでないし）

「二子、てめーキモいんだよ」

（迷めい惑わくかけてないし）

「ぼっちじゃん」

（だからなに？）

「ニコちゃん笑って～♪」

（…………）

　徹てっ底ていしてスルー。もし二子を本気でふり向かせたいなら、「デュエルしようぜ！」と言わなければダメだ。

　バカにしても、悪口を言っても、おちょくっても、なにを言っても期待する反応が返ってこず、伊木利田たちはイラ立ちをつのらせていく。

〝いじり〟が〝いじめ〟になるまで、時間はかからなかった。

　通りすがりにケツを蹴けられる。トイレ掃除中に水をぶっかけられる。自転車に「キモ前髪」と落書きされる。

　だが、それでも二子の態度はなにも変わらない。

　心ない言葉をかけられようと、囲まれてどつかれようと、二子はシンプルにこう言うだけだ。

「もういいですか？　ぼくはほかにやることあるんで」

　だって悲しくない。怒いかりも感じない。気にしない。

　別に仲良くしたいわけじゃないし、そもそも友だちが必要ない。

（好きなことに没ぼっ頭とうする。その時間があるだけでぼくは、生きていけるんだ）

　カードゲームで最強のデッキを育て、好きなアニメやマンガを観みる。

　これ以上なにも、望むものはない。

　だが、いじめはより直接的な暴力へとエスカレートしていった。

　ある日の下校途中。二子がグラウンドのわきを通ると、いきなり顔面にサッカーボールが飛んできた。

　ゴスッ！

　鼻はなっ面つらにヒットしたサッカーボールが、足元に転がっていく。

「ナイシュー！」

　ゲラゲラ笑う声がする。

　ツーッと、鼻血がたれる。

「ごめんごめん！　わざとじゃねーしっ」

　ティッシュで鼻を押さえていると、サッカーウエアを着た伊木利田がやってきた。

　部活中に二子を見つけて、わざわざからかいにきたのだ。

「二子、一緒にサッカーしようぜえ！」

「たのむよ～。あ、おまえボール役な！」

　サッカー部のふたりもいる。

　三人に囲まれ、伊木利田が肩を組んでくる。逃がさないためと、先生に見られても、男子同士がふざけ合っていると見えるようにという計算だ。

　いつものようにノーリアクションでいると、ゴスッと伊木利田が二子の腹を蹴けった。

「ぐっ」

　低いうめき声が出る。伊木利田がニヤニヤ笑いながら、二子の耳元で「てめー、返事しろよ。本当は怖いんだろ？　あ？」とドスをきかせる。

　さすがに泣くかビビるかするだろうと、二子の顔をのぞきこむと。

（……う）

　伊木利田の背筋に、ゾクリと悪お寒かんが走った。

　前髪のすき間から、二子の眼めがのぞいている。

　思ったよりずっと大きな眼めには、なんの感情もなかった。

　怖がってもいない。痛がってもいない。虚きょ無む。

　その眼めに気け圧おされて、伊木利田は肩に回していた腕うでをほどく。
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「もういいですか？　ぼくはほかにやることあるんで」

　平然と言うと、二子はティッシュで鼻を押さえたまま、また歩き出した。

　なにごともなかったように帰っていく、毅き然ぜんとした背中。

「……なあ。あいつにからむの、もうやめねえ？」

「ああ、なんかつまんね。やめよやめよ」

　伊木利田以外のふたりが、しらけたようにサッカーの練習に戻ってしまった。

「……ちっ」

　伊木利田も、悔くやしまぎれの舌打ちをその背中に投げつけただけ。

　二子は泣かないし、怖がらない。

　いじめてもつまらないし、いじめてるほうがバカみたいに思える。

　気づけば、いやがらせは少しずつへっていった。
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　学年が上がり、二子は中学二年生になった。

　二子の毎日は変わらずアニメ、マンガ、カードゲーム。

　クラス替えをしても、ぼっちで最底辺評価のオタク男子である。

　少し前にカードゲームの大きな大会で優勝したが、特に学校で表ひょう彰しょうされたりもしないので、評価は変わらない。いや、もし表ひょう彰しょうされたとしても、ただのオタクがやべえオタクになっただけだろう。

　勉強をするひまがないので成績は右肩下がりに下がっているが、好きなことに没ぼっ頭とうできているので、毎日が楽しい。幸せ。二子の世界は完かん璧ぺきだった。

　……この瞬しゅん間かんまでは。

　体育の授業が終わり、教室に戻った二子は、異変に気づいた。

「……あれ？」

　机の中に入れておいたカードデッキがない。休み時間にひとりでシミュレーションして楽しむのが日課で、毎日学校に持ってきている。

（……ぼくの最強デッキ。何年もかけて育ててきた、ぼくの相棒。ぼくの宝物）

　大会で優勝したときのカードたち。それがない。

　机の中、ロッカー、カバン。必死になって探していると、「ぶふっ！」とうしろでだれかが吹ふき出だした。

「二子くーん。これ探してんの？　こんなん持ってきちゃダメっしょ？　没ぼっ収しゅうー♪」

　ふり返ると、今年も同じクラスになった伊木利田が立っていた。

　その手には、カードの束。たまたま先に教室に戻っていた伊木利田は、久しぶりに二子にいやがらせしようとして、カードを見つけたのだ。

「……返してください」

　二子の声はふるえていた。

　脅おどしても殴なぐっても平然としていた二子が、初めて動どう揺ようしている。その様子に、伊木利田は強きょう烈れつな満足感を覚えた。今まですべてスルーされていたけど、やっと二子の反応を引き出せた。

（……今までおれを無視してきたことを、後こう悔かいさせてやるぜ）

　ビリッ。

「校則違い反はんでーす！　制裁!!」

　二子は、目の前の光景が信じられなかった。

　ビリッ。ビリッ。ビリッ。

　伊木利田が「ハハハハ！」と笑いながらカードを破っていく。穴があくほど見てきたドラゴンやモンスターや魔ま法ほうや罠トラップたちが無む惨ざんに引ひき裂さかれる。

　今はもう手に入らないレアカード。

　家族旅行で秋あき葉は原ばらにいき、買ってもらったカード。

　お年玉全額をぶっこんで落札したカード。

　すべてに思い出がある。

　ビリッ。

　体温低めの二子だったが、急激に体が熱くなるのを感じた。初めての感覚だった。思考より衝しょう動どうが先にきて、気づいたら走り出していた。

「うおっ！　なんだよ急にキレてんじゃねえよ！」

　ブンッ。

　生まれて初めてのこぶしは空くうを切る。

　勢いで前髪がめくれる。

　激情が涙となってあふれ出していた。

「ハハハ！　泣いてんじゃねーよ！」

　ドガッ！

　伊木利田が、空から振ぶりしてよろめく二子の背中に容よう赦しゃなく蹴けりを入れた。

　二子がふっ飛ばされて、イスが倒れて激しい音を立てる。

「バーカ、おれに勝てるとでも……ぐほっ！」

　すぐに立ち上がった二子が、伊木利田の腹に右手のこぶしをくりだした。今度はきれいに入って、伊木利田が腹を押さえてひざをつく。

「て……てめえ……二子のくせに……！」

　二子が間かん髪はつ入れずにイスをつかんでふり上げる。

「お、おいなにやってんだよ！」

「やめろ二子！　落ち着け！」

　遅れて教室に戻ってきた男子たちが、すんでのところで二子を取り押さえた。

（クソ……。離はなせ……）

　湧わき上あがる、熱い感情がおさまらない。

「げほっ……いてて……おいおいなんだよ、おれは正しいことをしただけだぜ？　悪いのはコイツだろ？　ハハハハ！」

　伊木利田が立ち上がって、わざとらしい高笑い。

（悔くやしい……。悔くやしい……。許せない……）

　教室の床ゆかに、破かれたカードが散乱している。

　戻ってきた生徒たちが、「なんだなんだ？」「どうしたの？」と二子たちを取り囲む。その足元で、ばらまかれたカードが踏ふみにじられていく。

　激情が絶望になり、絶望から静かな怒いかりが生まれる。

（コイツはぼくの一番大事なものを壊こわした。だったら……）

　もう涙はおさまった。殺意も消えて、頭は冷静だ。

「……きみの一番大事なものはなんです？」

「は？」

「……きみが好きなものはなんだって聞いてるんです」





[image: ]





　めくれ上がった前髪を戻し、いつもの二子に戻っている。

「……ハッ、サッカーに決まってんじゃん！　おれ、エースだし！　おめえみたいに人望ゼロじゃねーから」

「……わかりました。百日ください」

「あ？」

　なにを言い出したのかと伊木利田が眉まゆをひそめる。

「百日後。サッカーの試合をしましょう。きみの大事なものを、ぼくが全部壊こわします」

「……はぁ？」

　周りのクラスメイトたちもきょとんとなる。

　オタクがサッカー部にサッカーで決けっ闘とうを申しこんだ？

　百日後？　試合？　なにそれ？

「なに言っちゃってんの、コイツぅ!?　アニメ観みすぎぃ!?　だハハハハ！」

　伊木利田が笑うと、こらえきれず周りの男子も笑いだす。

　教室中が、失しっ笑しょうに包まれた。

　その笑い声を背に、二子はひとり、教室を出ていった。

　前髪の奥おくの瞳ひとみは、まっすぐ前だけを見すえていた。
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　サッカーにはまったく興味がなく、故ゆえにルールも知らなかったが、怒いかりが二子の脳にスイッチを入れた。

　両親は急にサッカーボールと大量のサッカーの本を抱かかえて帰ってきた息むす子こに驚おどろいた。アニメのリアタイも「あとで録画観みるから」と後回しにしてサッカーの動画を観み始はじめると、心から心配した。

「いったいどうしたんだ？　おまえがサッカーだなんて……」

「録画でいいの？　ツイッターのネタバレ気にならないの？」

　今まで地味だったＪＫが急にギャルになったくらいの衝しょう撃げきである。

「別になんでもない。あ、筋肉つけたいから今日から肉多めにして。あと明日から、朝走りにいくから」

　二子は運動神経のいいオタクだ。スポーツ自体は嫌いじゃないし、体育の成績も、実は水泳じゃないときは５だったりする。

　これは丸い瞳ひとみと同じく、母親から受うけ継ついだものだった。春高バレーにも出たことがあり、セッターでずっとレギュラーだった母親譲ゆずりの運動神経。

　伊木利田への一発は、ラッキーパンチではない。体重を乗せたこぶしでみぞおちを撃うち抜ぬく、ボクシングマンガで学んだボディブロー。それを一発でできるのは、二子の運動センスのなせる業わざだった。

「……メンバーが必要だ」

　サッカー動画を観みながらつぶやく。

　二子は、サッカーが十一人でやるスポーツだと初めて知った。




　陸上部のエース、早はや坂さか走そう介すけ。百メートル十一秒一。努力家で、いいやつ。イケメン。

　部活を終えて部室で着替えていると、予期せぬ訪問者が訪おとずれた。

「ぼくと一緒にサッカーをやってくれませんか？」

　重い前髪。一本調子の敬語。中肉中背。

（もしかしてこいつ、今噂うわさになってる……）

　サッカー部のバカが、クラスのオタクが持っていたカードを破って、キレたオタクがサッカー勝負を申し出た話は学校中の話題になっていた。

　前髪で眼めを隠かくしているオタク、二子一揮。

「お願いします。あなたの足が必要です」

　ストレートすぎる勧かん誘ゆうに、早坂は戸と惑まどっていた。

（こいつが、陰いんキャのいじめられっ子……？）

　一年のころから相当いじめられていて、ぼっちで暗くてキモいと聞いていたが、とてもそうは思えなかった。口ぶりには確固たる自信がにじみでていて、なにごとにも動じない強さを感じた。

　早坂は人を見る目がある。やりたいことのある人間が好きだ。だからわかる。

　コイツは、本気だ。サッカー勝負も口から出まかせじゃない。そう思わせるなにかがあった。

「……おもしろいなきみ。いいよ。乗った！」

　早坂が二子に協力したという話は、またたく間に学校中に広まった。

　人望の厚い早坂が二子と組むと、厨ちゅう二に病びょう的てきな痛い発言と思われた「百日後宣言」はグッと現実味を増した。

　二子がサッカーのメンバーをスカウトしている。あいつは本気だ。本気でサッカー部に戦いを挑いどんでいる。

「ぼくと一緒にサッカーをやってくれませんか？　あなたが必要です」

　最初はおもしろ半分だった連中も、次し第だいに心を動かされていった。

（負けるとわかっていても、譲ゆずれないもののために戦う……いい。実にいい！）

　柔じゅう道どう部ぶ主将・剛ごう原はらくん。

（サッカー部ってチャラくてなんかムカつくしなー）

　バドミントン部のエース・河かわ村むらくん。

（かっこいーじゃん。いっちょ協力してやるか！）

　野球部の四番・太おお田たくん。

（オーウ、筋トレデキタエタオレノニクタイ、キヅイテクレタノウレシイネー）

　交換留学生のアンドレ。

（陸上部の早坂くんもやるんだ!?　じゃあわたしマネージャーやる！　仲良くなるチャンスかもー♡）

　女バスの風かざ間まさんは完全に下心である。

　さらに、バスケ部の中なか川がわくんとバレー部の橋はし本もとくん、水泳部の浅あさ井いくん、帰宅部の元サッカー経験者の井い良ら根ねくんに、動ける吹すい奏そう楽がく部ぶで有名な音おと無なしくん。

　二子のスカウトに、続々とメンバーが集まっていった。

　二子イレブン、ここに結成である。




　オタクの時間は濃のう密みつだ。

　一度こだわると極きょく端たんな集中力を発揮し、時間もお金もかける。

　二子の特性を言葉でより正確に表すなら、「オタク」より「ギーク」がふさわしいかもしれない。ギーク、賞賛に値あたいする卓たく越えつした知識を持つ者。

　二子は体も大きくないし、足が特別速いわけでもない。

　しかし効率的なトレーニングで、フィジカルを鍛きたえ上あげていく。

　脳みその全容量を使って戦術のいろはを叩たたきこむ。

　その熱は、メンバーにじわじわと伝でん染せんしていった。

　最初はメンバー自身も、「サッカー部に勝てるわけないけど、一いっ矢し報むくいられればいいよね」くらいにしか考えていなかった。いくら運動が得意な人間を集めたところで、しょせんは素人しろうと集しゅう団だんだし。

　しかし練習を重ねるたびに、その意識は変わっていった。

　スポーツをしている者にとって、二子の指示には強い説得力があった。

　初心者なのにサッカーのルールを熟知しており、指示は理論的で合理的で具体的。

　メンバーそれぞれの長所を存分に活いかすようなプレーを考案してくる。足の速い者には速そっ攻こう、体格がいい者には肉にく弾だん戦せん、しかも何パターンも練り上げてくるのだ。おもしろくないわけがない。

　二子にとっては、カードゲームの戦術を考え、カードデッキを構築するような感覚だった。メンバーというカードをかけ合わせて、ああでもないこうでもないと研究しまくったのである。

　朝、昼休み、放課後。毎日毎日、グラウンドのすみで練習している二子イレブン。

　それを興きょう味み津しん々しんに見ている生徒たち。

「がんばれよー」

「よくやるよなあ、あいつら」

「おまえら一点は入れろよ！　一‐七で負けるって賭かけたんだから！」

　校内ブックメーカーまで始まっている。

　気づけば、「百日後宣言」は学校中の一大イベントになっていた。
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　カードを破かれてから、ちょうど百日目。

　放課後のグラウンドを、生徒たちがぐるりと囲んでいる。校舎から顔を出して見ているのは先生たちだ。

　サッカー部レギュラー十一人と、二子イレブン。

　サッカー部はそろいのユニフォームだが、二子イレブンはそれぞれの部活のウエアや学校ジャージで、見るからに弱そう。

「はっ、寄せ集めが勝てるかよ」

　伊木利田が鼻で笑う。

「おれらは県大会ベスト16のチームだぜ？」

「恥はじかくためによくきたな!?」

　ほかの面々も余よ裕ゆうしゃくしゃくだ。

　そう。二子の中学のサッカー部は、それなりに強い。

「やりましょう。……答えはすぐ出ますから」

　二子があおりをスルーして、キックオフ。ボールスタートはサッカー部。

　二子のポジションはＭＦミッドフィルダー、司し令れい塔とうだ。

　サッカー部がドリブルでラインを上げてくると、二子も走る。

「オタク走ってんのウケる～」

「意外にやるじゃん、前髪くん」

　サクサクとボールがフォワードの伊木利田にわたり、二子がプレスをかけた。

「いいぞ二子～」

「前髪がんばー」

　さっそくの因いん縁ねん対決シーンに、ギャラリーが盛り上がる。

　しかしさすがサッカー部の現げん役えきエース。二子のプレスは軽くいなされてしまった。

　まあそうなるよね、とギャラリーも苦笑い。

「ハッ！　こんなもんか!?　口だけだなァ!?」

　ドリブルで悠ゆう々ゆうと抜ぬく伊木利田。

「いえ……計算通りです」

　二子がいつもの一本調子な敬語でつぶやく。

「トラップ発動」

「うおっ!?」

　二子をかわした先には、肉にく壁かべがあった。柔じゅう道どう部ぶの主将、剛原くんの巨きょ体たいである。

「おっしゃあ！　ドンピシャ！」

　得意の足あし技わざで、伊木利田のボールを奪うばう。

「くっ……!?　たまたまディフェンスがハマっただけだろ!?」

「いえ。速そっ攻こう発動」

　両サイドから、陸上部とバスケ部の俊しゅん足そくコンビが駆かけ上あがる。

「二子、いくぞっ！」

「いただきます」

　柔じゅう道どう部ぶから二子にボールがわたり、速そっ攻こうのカウンター。

「おい、なんだよこいつら……ヤバい……！　ちゃんとサッカー戦術持ってやがる!?」

　すべては二子の作戦通りだった。

　サッカー部があわてて二子を追いかける。

「あいつをつぶせえ！」

「いい気になんなよこのクソオタクがあ！」

　二子にディフェンスが集中するが、これもまた作戦通りである。

「ここです。直ちょく接せつ攻こう撃げき」

　ゴール前に走っていた俊しゅん足そくコンビにキーパーが集中している、その向こう。

　がらあきスペースに走りこんだ野球部に、ふわりと放物線を描えがく高いラストパス。

　野球でたとえるならど真ん中の高め。

「おし！　ホームランコース！」

　野球部らしいがっちりした下半身が、ボールの芯しんをとらえた。

　バスッ!!

　矢のようにゴールに突つき刺ささり、ネットをゆらす。

「うぁぁぁ!!」「やべえ!!」「うっそー!?」

　青空に生徒たちの叫さけび声ごえが響ひびく。

　だれもが想像しなかった、二子イレブンの先制点。

「おまえの言った通りやったらマジで決まった！　すげえ！」

　坊ぼう主ず頭あたまを汗あせで光らせながら、ゴールを決めた野球部が興奮気味に走ってくる。

「練習の成果ですよ」

　二子が当然のように答えて、パシン！　と野球部とハイタッチする。

　スカウトしたメンバーでの最適な戦い方を、この百日間でシミュレーションしつくした。敵の出方を読み、攻こう撃げきを未然に防ぎ、ゴールまで導く。二子の作戦通りにハマる展開に、「これ勝てるかも!?」とメンバーたちも一気にテンションが上がる。

　そしてサッカー部は軽くパニクっていた。

「いや落ち着け……まぐれだ、まぐれ！」

「そうだ、二子なんかにおれらサッカー部が負けるわけねえ！」

　まぐれではない。少しでも俯ふ瞰かんして試合を見る能力があったなら、今の動きがまぐれなどではなく、計算されつくしたものだとわかる。

　そしてサッカー部の攻こう撃げきターン。

「さっきは油断しただけだ。本気出していくぞ！」

「おお！　すぐに取り返してやらあ！」

　ドリブラーの五番が、水泳部とバドミントン部ふたりがかりのプレスを軽々と突とっ破ぱする。

「そんな素人しろうとディフェンスで止められると思うなよ！」

　だが、抜ぬいたところに二子がすばやくカバー。

「きみのドリブルは研究済みです」

　柔じゅう道どう部ぶも突とっ進しんしてきて、連続の挟はさみ撃うち。

「ちっ……！　いったん戻すぞ！」

　五番があきらめて味方にパスを出した。

「よろしくです、音無くん」

　そのパスを、待ちかまえていた動ける吹すい奏そう楽がく部ぶがサクッとカットする。音無くんはボールへの反応がとにかく速い。無音で近づく。

「ナイスパスカット！　速そっ攻こうカウンター！」

　マネージャーの風間さんが叫さけぶ。

　ゲットしたボールを即そく座ざに二子につなぎ、さらに二子から野球部へと、連動するパス。

「うおお！　ホームラン！」

　雄お叫たけびとともに撃うち抜ぬく。

　バスッ。

　またもや野球部が決めて連続得点！

　流れるような試合展開に、一いっ瞬しゅんの間があいて……それから、大だい歓かん声せいが起こる。

「すげーぞ二子イレブン！」

「なんだ今の!?」

「どっちがサッカー部かわかんねー！」

　やんややんやの大だい喝かっ采さいの中、ひとり冷静な二子が、前髪の上からおでこを人差し指でトンと叩たたいた。

「まだまだいきます。発想アイデアがあふれてくる。完かん膚ぷなきまでにつぶします」
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　お次は野球部を囮おとりに使い、陸上部がど真ん中を切きり裂さいてシュートを決めた。

　ゴール、ゴール、ゴールであっという間に三‐〇。

「うおーっ！　二子すっご！」

「やれやれやっちまえー！」

　大おお番ばん狂くるわせのジャイアントキリング展開に、ギャラリーは大盛り上がりである。

「まだです。まだ。大事なものを壊こわすまで」

　二子のつぶやきは観客たちの熱ねっ狂きょう的てきな声せい援えんにかき消される。

　今の二子は、決定的なパスを供給し続けるフィールドの支配者だった。

　マッチョなアンドレがディフェンスを蹴け散ちらかしてゴール。

　バレー部が高身長を生かしてヘディングシュート。

　五‐〇になっても、二子は手をゆるめない。プレーは残ざん虐ぎゃくなまでに加速する。

「くそっ……くそっ……！　おまえら、死んでもおれにつなげー！」

　伊木利田が吠ほえる。

　だが、サッカー部が多少攻こう撃げきの形を変えたところで二子にはすべて視みえていた。ボールは前線に届く前に奪だっ取しゅする。

　さらに守備の穴を的確に突ついて、入念に心をへし折っていく。

　八点め。九点め。十点め。攻こう撃げきがおもしろいように決まる。

　戦場フィールドは完全に、二子の頭脳が制していた。
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　快かい進しん撃げきに観客はお祭まつり騒さわぎで、二子イレブンのメンバーたちは強きょう烈れつな高こう揚よう感かんの中戦っているが、二子自身は不思議な没ぼつ入にゅう感かんの中にいた。

（これは……）

　カードゲームの大会決勝戦で、対戦相手との読み合い中に味わった感覚と同じだ。

　どこまでも深く没ぼっ頭とうし、感覚が研とぎ澄すまされていく。

　二子の場合、天才的なひらめきというものではなく、考えて、考えて、その先をさらに考えて打つ手が見えてくる。相手の出方を予想して、その対策を考え、起点のカードから始まる流れをいくつもシミュレーションする。

　百日間、全集中して自軍のサッカー戦術を考えまくった。

　それが、実際のプレーにみごとにハマっていく。

　眼めと脳にブーストがかかり、先の先の先まで手に取るようにわかる。

　快感。達成。そして──。

　さらに点数が入り、ゴールキーパーの帰宅部井い良ら根ねくんはポールによっかかりながら「なんだよおれいらねぇじゃん」とひまそうだ。

（……くそっ……！　こうなりゃこいつだけでも！　つぶす！）

　ヤケになった伊木利田が、二子を引き倒してやろうと肩に手をかける。

（……ひっ）

　ふり向いた前髪のすき間から、あの丸い眼めがのぞいていた。

　恐きょう怖ふに似た感情を覚え、肌はだが粟あわ立だつ。

　炎ほのおの宿った、エゴイストの眼めだった。

（ダメだ……おれは……とんでもないヤツにケンカを売ったのかもしれない。なんて執しゅう念ねんだ。なんて頭脳だ……いや……なんて才能だ）

　棒立ちになった伊木利田を置き去りにして、二子が走る。

　戦せん意い喪そう失しつしたサッカー部の面々をドリブルで抜ぬくと、シュートモーション。

　ゴールキーパーが飛ぶのを見み極きわめ、冷静に逆のコースへシュートを放った。

　バスン。

　ピーッ。試合終了のホイッスルとともに、今までで一番大きな歓かん声せいが上がる。

「すっげええ！」「かっけー！」「有言実行～！」

　十三‐〇。

　およそサッカーとは思えない点数差だ。ギャラリーは沸ふっ騰とうするほどの大おお騒さわぎで、二子イレブンも片手を高く掲かかげて勝利に酔よいしれている。

　伊木利田が、ひざから崩くずれ落おちた。自然と涙が出た。

　サッカーを始めたのは小学一年生。四月生まれで体も大きく足も速く、親も熱心で監かん督とくからもひいきされていた。

　そんなサッカー部エースのプライドが、粉々に破は壊かいされた。

（おれは、二子より……下だった。一番得意なサッカーで……）

　自分が積み上げてきたものが崩くずれ去さる。

　これが……敗北。

　見上げると、そこには二子がいた。

「……わかった……負けだ……」

　ただマウントを取って己おのれの優位性を示したくて、それでカードを破った。それが二子にとってどんなに大切なものかも想像しなかった。浅はかだった。

「……ごめんなさい……おれが悪かった……」

　反省、後こう悔かい、懺ざん悔げ。そして絶望。

　全校生徒の前だというのに、にぎりしめたこぶしの上にぼろぼろと涙が落ちる。二子を怒おこらせることが、これほどまでに恐おそろしいことだったとは。

「もういいです。十‐〇くらいからもうきみとの戦いには興味なくなってましたから」

「……へ？」

　肩をふるわして泣いている伊木利田の謝罪を、二子が軽く流してしまう。

「それよりぼくをサッカー部に入れてください」

「……はぇ？」

「どうやらぼく、ハマっちゃったみたいです。サッカー」

　試合をして、気づいてしまった。

　自分が考えたように人が動く。ボールを奪うばう。ゴールまで運ぶ。

　カードゲームでやってきた思考法が、そのままサッカーに使えることに。そして自分にサッカーの才能があることに。

　伊木利田の大切なものがサッカーだったことはラッキーだったかもしれない。

　フィールドを的確に把は握あくできる眼め。

　他人を使うことに長たけた頭脳。

　サッカーなら、二子の才能を最大限に活いかすことができる。

　敗北を認め、涙を流す伊木利田を見下ろしながら、二子は思った。

（……気持ちよかった）

　自分の好きなことに没ぼっ頭とうする、それが二子の幸せ。




　二子のサッカー人生は、遅まきながらこうして始まった。
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　サッカー部のいじめっ子をサッカーで殲せん滅めつした男、二子一揮。

　あいつすげえ。マジやべえ。かっこよすぎる。

　復讐リベンジを相手の土ど俵ひょうでやってのけるのもすごいし、さらに自分がこてんぱんにしたサッカー部に入部したのもクールだ。

　しかも即そくレギュラー、二子の加入でチームは連戦連勝。攻こう撃げきも守備も洗練され、全国大会初出場まで駆かけ上あがることになる。

　というわけで二子は一いち躍やく学校の人気者となり、全校生徒から圧あっ倒とう的てきな支持を得た。

「おれたちの二子ー！」

「次の試合も応おう援えんしてっぞー！」

　顔も名前も知らない生徒に応おう援えんされる。

「二子くーん！　がんばってねー！」

「きゃー♡　かわいー♡」

　ミーハーな女子グループから黄色い声でいじられる。

「二子、じゃあな！」

「これから部活？　がんばってね♪」

　陸上部の早坂くんと女バスの風間さんが、手をふりながら仲良く連れ立って帰っていく。風間さんは「百日後宣言」のおかげで早坂くんと両思いになれたので、キューピッド二子に対して命の恩人くらいに感謝している。二子にはあまり興味のない分野なので、軽く会え釈しゃくするだけだが。

　帰宅部の井良根くんが「二子、ケガに気をつけてがんばれよー」

　交換留学生のアンドレが「ヘイ！　ゲームマスターニコ！」

　水泳部も柔じゅう道どう部ぶもバスケ部もバレー部も野球部もバドミントン部も「よう二子！」「久しぶりじゃん二子！」「二子！」「おーい、二子！」「二子くん！」

　歩くだけで四方八方から声をかけられ、友だちいらずのオタク男子が今や男女問わずモテモテである。

（なーんか、マンガの主人公みたいだな）

　そう思わないでもないが、変わったのは周囲の評価であり、二子自身は前と同じだ。

　別に陽キャになれるわけでもないし、前髪も絶対に切らない。

「二子、練習終わったらマックいこうぜ!?　たまにはおれらにつき合えよ！」

　伊木利田が笑顔で肩を組んでくる。謙けん虚きょさを身につけた伊木利田は少し変わった。わりといいやつになった。

「いや、いいです。帰ってアニメ観みるんで」

「ハッ。言うと思った！」

　二子は変わらない。

　いつも通り、ひとりで帰る。

　大事なのは、自分の好きなことに没ぼっ頭とうしている時間だ。

　サッカーにのめりこむ。それだけで毎日が楽しい。幸せ。世界は完かん璧ぺきだ。

　ひとつだけ変わったとしたら、大事なモノを壊こわされる痛みを知った。




　こうして二子はサッカーにハマり続け、高校でも強きょう豪ごうサッカー部に入った。

　着々と実力と評価を上げていき、一年生ながらレギュラーに選ばれ、県大会も順調に勝ち進んでいく。




　二子が再び涙を流すのは、このしばらくあとのこと。

　彼かれはまだ知らない。

〝青い監獄ブルーロック〟で、変わらない自分が変わる物語が始まることを。
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「えっ。この子ですか？」

　日本フットボール連合職員、帝てい襟えりアンリは目をむいた。

「なにか問題でも？　アンリちゃん」

　カップ焼きそばに小袋のマヨネーズを全体に行きわたるよう丹たん念ねんに回しかけていた絵え心ご甚じん八ぱちが、低い声を出す。

「……いえ。なんでもないです」

〝青い監獄ブルーロック〟のモニタールーム。

　十八歳以下のストライカー三百人、その選考の真っ最中である。

　モニター画面で再生されているのは、長野県の強きょう豪ごう、勿忘わすれな草ぐさ学園の試合だ。

　チームはうまかったし強かったしゴールをガンガン決めていた。だが、絵心が招しょう聘へいを決めたのは、パスを出していたＭＦミッドフィルダーの選手だった。

（えーっと……これストライカーを集める選考よね？　この子ＦＷフォワードじゃないし……一点は決めてるみたいだけど、ほとんどシュート打ってなくない？）

　体も大きくない。フィジカルも強くない。足も速くない。

　なにより、若々しさというかギラギラ感というか、エゴっぽさが感じられない。

　常に人の陰にいるような、そんな感じ。

　もっとゴリゴリにシュートを狙うような選手を選ぶのかと思っていた。

　エゴイストってそういうことじゃないの？

（絵心さん、このあいだも一いち難なん高校のおとなしそうな子選んでたし。う～ん？？？）

　頭をひねるが、選考は絵心の独断と偏へん見けん。

　絵心がちゅるっと、麺めんをすする。

「アンリちゃん。カップ焼きそばってさ、何がメインだと思う？」

「……はい？」

（そりゃそばでしょ！　焼きそばなんだから）

「ソースだよ」

「……へ？」

「だってソースの味がうまいんじゃん。焼きそばはソースがすべての命運を握ってる。カップ焼きそばの一番のエゴイストは、ソース」

「な……なんですかそのヘンな格言」

「この前髪くんも、ソース」

「は!?」

　絵心がモニターに映る二子を箸はしで指した。

「このチームのゴールは全部、コイツのアイデアが創り出してる。このチームの味は、コイツが決めてる」

　アンリはすぐに二子のプレーを観み返かえした。

　本当だ……！　ゴールシーンだけじゃない……ピンチを摘つむ動きも、起点になるポジショニングも。すべては二子一揮から始まっていた。

「このサッカーＩＱの高さと戦術眼、とんだ曲者くせものだよこの前髪くん」

　絵心はそう言って焼きそばを食べつくした。

「その隠した眼めの奥にある、まだだれも知らないエゴがほしい」

　その言葉にうなずきながら、アンリは二子一揮のデータに「招聘」のチェックを入れた。
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「おぎゃあ！　おぎゃあ！」

　秋田県、日本海沿いのとある町。

　病院史上、最大の産うぶ声ごえを上げて錬れん介すけは生まれた。

　三千八百五十グラムの元気な男の子で、両親も三歳さいの姉も、その誕生を心から喜んだ。

　とくに姉は弟ができたことがうれしくてたまらなかった。

「かーあいいー♪」

　ぷくっとしたほっぺ、小さな手。温かくてやわらかくて、抱だっこしていると幸せな気分になる。

　だが両親には、喜びとともに気になることがあった。

（あれ？　……なんか）

（お姉ちゃんのときとちがう……？）

　もちろんかわいいし愛いとしいのだが、なんというか……キリッとしすぎている。

　姉のときは、お猿さるさんみたいにくしゃっとした顔だった。パタパタとせわしなく動いて、「ふええん」と泣きだすたびに、おむつかおっぱいかと、新米ママとパパはあわてたものだ。

　だが錬介は、小さなベッドの上でどっしりとあおむけになり、キリッとした目つきで母と父を見上げている。

　あまり泣かないので、機き嫌げんもいいのか悪いのかよくわからない。

「……きっと、男の子だからだね」

「そ、そうね。男の子だもんね」

　両親は最初、そう思いこもうとした。

　だが、日を追うごとに顔立ちは大人びてくる。

　妙みょうに落ち着いていて、およそ赤ちゃんらしくない。

「いないいないばあ！」をしても、「高い高～い！」をしても、リアクションが薄うすく、キリッとした顔のまま。

　東北の男性は口下手で愛あい想そがないとよく言われてはいるが、それにしても無愛想すぎるのでは？

　両親は心配したが、姉はそんなことは関係なく、夢中で錬介をかわいがった。

　ずっとそばにいて話しかけ、まるで小さなママのように、錬介の世話を焼く。

「ほーられんしゅけ、抱だっこしてあげましょおねえ」

　ぎゅー。抱だきしめて、ほっぺを押しつける。

　これがよかったのだろう。

　姉に毎日毎日かわいがられているうちに、錬介も少しずつではあるが、表情が豊かになっていった。

「れんしゅけはかあいいねぇ」

　姉がにこっ。

「あぶぶ……」

　錬介もにこーっ。

　だんだんと赤ちゃんらしくなってきて、両親はほっと胸をなで下ろした。

　錬介は両親に愛され、なにより姉に愛されて大きくなった。




　そして錬介三歳さいのとき。妹が生まれた。

　幼い錬介には、妹ができるという意味はまだよくわからなかった。けど、姉がとても喜んでいたので、錬介もうれしくなった。

　姉はまた小さなママとしてお世話を焼き、錬介も手伝う。

　おだやかで満ち足りた毎日。

　姉にかわいがられ、妹のめんどうをみながら、錬介はすこやかに成長していった。

　だが小学校入学と同時に、その日常は大きく変化することになる。

　まず錬介が驚おどろいたのは、クラスメイトがみな、自分よりずっと小さかったことだ。

　いや、錬介がデカすぎるのである。身長が高く、妙みょうにがっちりしていて、六歳さいにしては顔も大人びている。むしろみんなのほうが、錬介の大きさにびっくりだ。

　しかも持ち前の無愛想を発揮して怖がられてしまい、錬介はなかなか友だちができなかった。

　これには困った。無愛想な錬介だが、友だちはほしい。

　さらに問題だったのは、錬介が男の子っぽい遊びをあまり知らなかったことだ。

　入学前は妹と一緒に、姉のあとにくっついてばかり。外遊びより、家でおままごとをするほうが圧あっ倒とう的てきに多かった。姉がお母さん、錬介がお父さん、妹が赤ちゃん。

　あとはお絵え描かきとか、学校ごっことか、プリキュアごっことか。

　美容師さんごっこもよくやった。姉は髪が長く、妹と錬介に手伝わせて、お団子ヘアにしたり、リボンをつけたり、よく手のこんだ髪型にしていた。

　姉のそばで、魔ま法ほうみたいにお団子ヘアができていくのを見る。少しずつ、手伝わされる錬介も、髪の結ゆわき方かたが上手になっていく。そんな時間が好きだった。

　仮面ライダーや戦隊モノに興味がなかったわけではない。

　でも、姉と妹がプリキュアを観みるので、ふたりにつき合って錬介もプリキュアを観みていた。別にいやじゃなかったし、ふたりが楽しそうだからそれでよかった。

　でも、クラスの男子はまったくちがう。

「うんちぶりぶりー！」

「バーカ！　死ね！」

　錬介の家ではだれも使ったことがない言葉だったので、最初聞いたときは衝しょう撃げきだった。

　すぐケンカするし、手が出るし、ギャーギャーうるさい。ヘン顔をする。「うんこ」「ちんこ」で爆ばく笑しょうする。

　今まで接したことのない生命体、それが小学生男子。

（おれ……どうすればいいんだろう）

　無愛想な顔の下で、錬介は大いに戸と惑まどっていた。
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　小学校に入って三か月。錬介は、まだ友だちと呼べる子ができないでいた。

　男子とは相変わらず接し方がわからない。

　むしろ女子となら話が合ったのかもしれないが、女子は怖がって近づいてもこない。

　そんなある日の昼休み。

「國くに神がみ！　おまえ敵のボスな！」

　ひとりで席に座っていると、いきなり話しかけられた。

　クラスの男子たちのあいだでは、昼休みに「ヒーローごっこ」をするのが流行している。その敵役になれということらしい。

「……敵のボス？」

「だっておまえデカいし！　顔怖いし！　悪そうじゃん！」

　なんだそれと思ったが、遊びに誘さそわれたのは素す直なおにうれしい。

（やっと、友だちができるかも……）

　ドキドキしながら机から立ち上がる。

「國神が敵のボスだー！」

「わーっ！」

　なしくずし的に、ヒーローごっこが始まった。

「お……おれを倒してみろ」

　まじめな錬介は、棒読みセリフで一いっ生しょう懸けん命めい、敵のボスを演じる。

（あれ？）

　始まって気がついたのだが、ほかのメンバー六人は全員、ヒーロー役だった。

　ヒーロー六人に敵ボス錬介ひとり。

「食らえー！　必殺パーンチ！」

「ぶおー！　スーパーぁアトミックぅスマーーッシュ！」

　六人のヒーローが、いっせいに錬介に襲おそいかかる。

「プシュー！」

「ドシュ！　プシュ！」

　口で効果音をつけて、パンチやキックをくりだしてくる。

　男の子同士ではよくある戦いごっこだが、錬介はこのときが初めてだった。

　そして、全然ノリがわからないでいた。

（……なにがおもしろいんだ、これ？）

　パンチもキックも痛くないからいいけど、どう反応していいかわからない。

　姉と妹とやるプリキュアごっこは、変身アイテムとか変身ポーズとか、どのプリキュアをだれがやるかとか、けっこう設定が細かかった。

　なにより、悪者からみんなを守るというストーリーで、ヒーローは守るべきもののために戦う。

　でもこのヒーローごっこは、意味もなく叩たたいたり蹴けったりするだけ。

「くっ……ボスめ！」

「これでも食らえ！」

　錬介が痛がらないので攻こう撃げきはエスカレートしていき、とうとうヒーローのひとりが武器を持ち出してきた。

　プラスチックの定じょう規ぎである。算数の授業で使うので、みんなお道どう具ぐ袋ぶくろに入れている。

「いてっ」

　バシ！　と定じょう規ぎで頭を叩たたかれた。さすがの錬介もこれは痛かった。

「効いてるぞ！」

「やれやれー！　倒せー！」

　六人全員が定じょう規ぎを持ってきて、剣けんのようにバシバシ切りつけてくる。素す手での相手ひとりに六人がかりで武器まで持ち出しては、もはやどっちが悪者かわからない。

「いたっ。痛いって！　やめろ！」

　錬介が痛がれば痛がるほど、六人はますます盛り上がる。

　さすがに耐たえきれず、教室から逃げ出だした。

「追え追えー！」

　ヒーローたちはしつこく追いかけてくる。

（これのなにがおもしろいんだ？　あいつらアホだ）

　錬介は足が速いので追いつかれることはないが、校舎の中のことはまだよく知らない。廊ろう下かをでたらめに走っているうちに、行き止まりにきてしまった。

「追いつめたぞー！　やったぜ！」

　六人のヒーローがいっせいに定じょう規ぎをふり上げる。

（やられる！）

　錬介はグッと目をつぶってしゃがみこんだ。

「こらーっ！　やめなさい！」

　叩たたかれる寸前、聞き慣れた声がした。

　近くの教室から、姉が血けっ相そうを変えて飛び出だしてきた。

　いつの間にか、上級生の階まできていたらしい。

「錬介！　だいじょうぶ!?　……赤くなってるじゃない！　痛い？」

　定じょう規ぎの剣けんで切りつけられた腕うでを、姉がやさしくさすってくれる。

「……ちょっとあんたたち、いいかげんにしなさい！」

　いつもおだやかでやさしい姉が、本気で怒おこっている。

　ヒーローたちも、攻こう撃げきをやめて顔を見合わせた。

「保健室にいこ、錬介。あんたたち、先生に言いつけるからね！」

　よかった、姉ちゃんが助けてくれた……そう思った瞬しゅん間かん。

　バシッ！

　ヒーローが、逆ギレして定じょう規ぎを投げた。

　姉の腕うでに当たり、「いったぁ……！」と顔をしかめる。

「姉ちゃん！」

　國神があわてる。

「なんだよ！　國神がひとりだったから一緒に遊んであげたのにさぁ！　女子に守ってもらわなきゃなんにもできねーのかよ！」

「あいつの姉ちゃんだってあれ！」

「うぇーキモ！」

　姉に向かって、次々と定じょう規ぎを投げるヒーロー軍団。

　バシ！

「うぇーい、命中！」

　そのうちのひとつが、姉の顔に当たった。

「ああっ……！」

　錬介は思わず声を上あげてしまった。

　錬介をかばうように抱だきしめていた姉の顔に、プラスチックの尖とがった部分が当たったのだ。ほおに赤い線が走り、血がつたう。

　姉が、痛みとショックで涙を浮うかべた。

（姉ちゃん……！）

　ブツン。

　そこから先は、錬介自身はあまりよく覚えていない。

　頭が真っ白になって、体がカッと熱くなった。

　気づいたときには全員泣いて倒れていて、最後のひとりを馬乗りで殴なぐっていた。
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　姉の顔に定じょう規ぎを投げたやつだ。

　六人を片かたっ端ぱしからボコボコにしていったらしい。

　だって、姉ちゃんを傷つけた。泣かせた。絶対に許せない。

「國神くん、やめなさい！」

「うぉおお……！　うあぁあ……！」

　なおも殴なぐろうとする錬介を、先生がはがいじめにして引ひき離はなし、やっとおさまった。

　……体は大きいけど、クラスではおとなしくて無口な男の子。

　やさしい姉とかわいい妹に囲まれて育ち、だれも気づくことのなかった錬介の資質。

　家族も、クラスメイトも、そして本人も知らなかったこと。

　錬介は、異常なまでに強かった。
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　その夜、母は泣いていた。

　父は怒おこって、錬介を一度だけビンタした。

　錬介も涙をこらえきれずうつむいている。

　ほおに絆ばん創そう膏こうを貼はった姉は、泣きながら錬介をかばった。

「錬介がわたしを守ってくれたの！　錬介はわたしのヒーローなの！」

　六人の悪ガキから守ってくれた錬介こそヒーローだと、必死に訴うったえた。

　もちろん、父も事情は聞いている。

　先に手を出したのは相手で、集団で錬介を追いかけ回していたということも、姉がケガを負わされるまでは、錬介は無む抵てい抗こうだったということも。

　だが子どものケンカと言えないくらいのケガを、六人に負わせてしまっていた。

　殴なぐられた子は鼻血を出し、ふっ飛ばされた子は体中に青あざを作っていた。

　そして馬乗りで殴なぐられた子は、歯が折れてしまっていた。

　必要以上に相手を傷つけたことは、きちんと𠮟しからなければならない。

「……ごめんなさい。ごめんなさい」

　こぼれる涙と、あやまりたい気持ちと同時に、錬介は自分が秘めていた力を「怖い」と思った。

　その後、歯を折ってしまった子の家に、両親とともにあやまりにいった。

「永久歯じゃないし、また生えてくるからだいじょうぶ！　うちも悪かったので、子どものケンカということで、また仲良くしてください」

　幸い、相手の父親も女の子の顔を傷つけた我わが子の乱暴を反省しており、それで終わりにしてくれた。




　その三日後。夕食の食しょく卓たくで、父にこう言われた。

「なにかスポーツをやったらどうだ？」

　両親は錬介について、三日間話し合った。

　この子は、内にとんでもないパワーを秘めている。エネルギーの暴発を防ぐために、ルールを学ばせよう。そのために、スポーツをやらせることにしたのだ。

「おまえの体はみんなより大きくて、力も強い。おまえが十だと思っても、相手は三十くらいに感じる。だから、ケンカは絶対にダメだ。そのエネルギーは、正々堂々とスポーツに使え。野球はどうだ？　柔じゅう道どうもいいぞ。錬介は背が高いから、バスケやバレーも向いてるな」

　父は晩ばん酌しゃくしながら、いろいろなスポーツを勧すすめてくれた。

　だが錬介は、どれも気が進まなかった。

　バットを使うのも、取っ組み合いをするのもなんかいや。それに体育館より、外で思いっきり走り回るほうが楽しい。

（うーん。なにがいいのかな？）

　ご飯をもぐもぐ食べながら、ふとテレビを見ると、サッカーＪリーグのニュースが流れていた。

　芝しば生ふの上を、選手たちが駆かけめぐる。ひとりの選手が思いっきりボールを蹴けってゴールに入れると、両りょう腕うでを突つき上あげて雄お叫たけびを上げた。熱ねっ狂きょう。その中心の、英えい雄ゆう。

　……これ、おもしろそう。やってみたい。

「お父さん。おれ、サッカーがいい」

　サッカーを選んだのはまったくの偶ぐう然ぜんと直感だったが、この選せん択たくは正しかった。

　すぐに父は地元のサッカースクールに入れてくれ、練習の日々が始まった。

　ボールを蹴けるのは楽しかったし、教室では浮ういてしまう体の大きさが、ここでは圧あっ倒とう的てきに有利に働いた。

　そしてなにより、ルールの中でならフルパワーで動いていいということに、錬介は安心した。

　小学校低学年だと、みんながボールに集中してお団子状態になる。そこを体とパワーで突とっ破ぱして強ごう引いんにボールを奪うばい、シュートを決める。

　最高に気持ちよかった。

　フィジカルとパワー、ゴールを奪うばう快感。

　サッカーというスポーツは、完かん璧ぺきに錬介にフィットしたのである。

　錬介はサッカーにのめりこみ、どんどん上達していった。サッカースクールではたくさんの友だちができたし、先輩やコーチにも恵めぐまれた。

　自信がつくと、学校にもだんだんとなじめるようになった。

　運動会で大だい活かつ躍やくすると、「錬介すげー！」「錬介カッコいー！」とみんなからヒーロー扱あつかいされて、一気に友だちが増えた。

　もとより、錬介は性格がいい。パッと見は無愛想で怖いけど、意地悪もしないしうそもつかないし、正直者で信しん頼らいできる。

　ケンカでケガをさせた六人とも、仲直りできた。

「……殴なぐってごめん」

　そう言って、ひとりひとりに頭を下げた。

　自分たちよりずっと強いのに、真しん摯しにあやまってくる錬介に、六人は心から「こいつカッケー」と思った。




　サッカーのおかげで、錬介は幸せだった。

　楽しいし、家族は試合のたびに応おう援えんにきてくれる。チームメイトとも仲良し。

　なにより、自分にとってのヒーローに出で逢あえた。

　世界のサッカー選手たちである。

　みんなが戦隊ヒーローやロボットや海かい賊ぞく王おうに憧あこがれているころ、錬介はストライカーに夢中になった。

　フィールドで世界中をとりこにする、圧あっ倒とう的てきな存在。

　試し合あい中ちゅう継けいがあると、テレビにかじりついて目に焼きつけた。

　緑の芝しば生ふを駆かけめぐり、勝利のためにゴールを奪うばう。架空フィクションの人物じゃない、勇気と興奮をくれる実在するスーパーヒーロー。

（いつか自分も、スーパーヒーローになりたい）

　そんな夢を抱いだくのに時間はかからなかった。

「おれ、プロのサッカー選手になりたい！　世界一のストライカーになって、試合でゴールを決めるんだ！」

　姉に宣言したら、「うん。錬介ならなれるよ！」と言ってくれた。

（姉ちゃんがなれると言ったんだから、おれは絶対にプロになれる！）

　そう思った。小学生の錬介は、大好きな姉の言うことならなんでも信じたから。

　そして、姉のやることはなんでもマネしたい時期でもあった。

　姉が宿題を始めれば自分も横で宿題をするし、おやつにかき氷を食べていれば「おれもかき氷」と母に催さい促そくする。

　姉がクリスマスのプレゼントを中一で「もうサンタさんからのプレゼントは卒業する」とやめたため、四年生だった錬介も強がって「おれもやめる！」とプレゼントを辞退したことがある。

　よく考えると姉は六年生までもらっていたわけで、錬介は三年分損をしている。「やっぱりもらえばよかった」とあとでひどく後こう悔かいした。

　とにかく、錬介は素す直なおだった。

　素す直なおに、まっすぐにスーパーヒーローを目指した。

　自分の気持ち。心。体。力。

　正々堂々、すべてサッカーに注ぎこむ。

　錬介のアイデンティティは、こうして形成されていった。
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　中学生になると、錬介は筋トレにはまった。

　サッカーに必要な筋肉を作り上げるためである。

　安定した上半身、下か肢しの強さと持久力。

　キック技術を支える軸じく足あしの強い筋力。

　コンタクトプレイで負けないブレない体幹。

　サッカースクールでも、筋トレメニューは小学校のころより格段にハードな内容になった。ほかのチームメイトが「筋トレまじつれぇ」「やりたくねぇ……」と愚ぐ痴ちを吐はく中、錬介は喜々としてこなしていた。

　プランクは美しい形で長時間キープ。ダンベルは一番重いやつ。スクワットも最後まで手を抜ぬかない。体中から湯気を立たせながら「ふんっ！　ふんっ！」と、しっかりとハムストリングスに負ふ荷かをかける。

　錬介の肉体はトレーニングすればするほど筋肉がつく体質で、目に見える成果があるのが気持ちいい。スクールだけでは物足りないので、家でも毎日、狂くるったようにスクワットや腕うで立たて伏ふせをする。

　コツコツお小こ遣づかいをためて筋トレグッズ（腹筋ローラーとトレーニングチューブとダンベル）を買い、ゆで卵をやたらと食べ、サラダチキンの買い置きを母にたのむ。ご飯は大盛りを三杯ばい、昼は弁当のほかにカツサンドを買う。

「ふんっ！　ふんっ！」

　一心不乱にダンベルをふる錬介に、両親と姉はじゃっかん引いていた。

　冬は暖かくていいが、夏はエアコンが効かないくらい暑苦しい。

　だが、妹だけは錬介の筋トレをおもしろがった。

「錬介。力こぶ」

「おぅ」

　むんっと力こぶを作ると、妹がそこに両手をかけて、ぶら下がる。

　錬介は、中二で身長百八十センチを超こえていた。まるでプロレスラーかターザンか力ちから自じ慢まんのお父さんである。

　妹は錬介の腕うでにぶら下がるのが日課で、その後、力こぶをにぎにぎして満足げにこう言うのであった。

「実ってきてますなぁ」

　ニヤリと笑う。力こぶは果物で、妹は収しゅう穫かくを待つ果物農家という設定らしい。

「桃ももとかぶどうを見ると、錬介の筋肉を思い出すんだよねえ」

「そうか？」

　ほかの家族には理解できない感性で、日々ぶら下がりながら、兄の筋肉の成長をチェックしている。

　妹は、明るくハキハキした姉とちがい、のんびりおっとりした性格だ。ちょっと無愛想で、あまり笑わないところは錬介と似ている。

　姉はしっかり者、錬介は正直者、妹は変わり者といったところだ。ちなみに両親と姉が「錬介」と呼び捨てにするせいか、妹も兄のことを錬介と呼んでいる。

　妹に日々観察されながら、錬介の筋肉は大きく実り豊かになっていく。

　フィジカルが充じゅう実じつしてくると、サッカーでは無敵になった。敵のボールを強ごう引いんに奪うばうと、ブルドーザーのごとくゴールへと突とっ進しんしていく。だれにも止められない。

　そして精神的にも、器うつわの大きな男へと成長を遂とげていった。

　すでに地元では有名なサッカー少年であったが、それでいい気になったりすることもない。まっすぐで、清く正しく美しい心を持ち、ストイックでまじめ。スポーツマンシップあふれる、すごくいいやつ。

　だが、時にはねたみを買い、ガキくさい悪口を言われることもあった。

「おい國神ー！　おまえ姉ちゃんと妹いるんだろ？」

「え、なんだよ女だらけじゃん！」

　レギュラーになった國神を、レギュラーから外された先輩がふたり、からかってきた。

「國神の姉ちゃんと妹もマッチョなんじゃね？」

「ぶははは！」

　自分のことはなにを言われても軽く流せるが、姉と妹のことは言われるとムカつく。

「おいおい、なんか言えよ國神マッチョマン！」

「姉ちゃん今度紹しょう介かいしろよ！　マッチョ姉ちゃん！」

　だが、錬介はもう、こんなことで怒おこったりしない。サッカーと出で逢あって、力の使い方を知った。むやみに他ひ人とを傷つけたりはしない。ケンカはしない。そう決めた。

「無視してんじゃねえよ！　このシスコン野や郎ろう！」

　シスコンの意味はまだ知らなかったが、とんでもなく侮ぶ辱じょくされたような気がした。

　バシン！　と肩を小こ突づいてきた先輩の手を、錬介がぐっとつかむ。

　無言で、力をこめる。

「いっ……いだだ……。おい……離せ……離せよ！」

　ただ手をつかんでいるだけだが、先輩が全力で体をよじっても、ビクともしない。

「離せって！　悪かったよ！」

　パッと手を離してやると、反動で先輩がすっ転び、しりもちをつく。

　圧あっ倒とう的てきなパワーの前にすごすごと退散し、それ以来からかってくることはなくなった。

　錬介は心も体も強くなったのである。

　両親に見守られ、姉にかわいがられ、妹におもしろがられ。

　家族の応おう援えんを背に、錬介はサッカーと筋トレにひたすら励はげむ。

　そして高校は、サッカー強きょう豪ごう校こうの「正せい堂どう学がく院いん」に入学することになる。
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　高校に入って早そう々そう、錬介は壁かべにぶち当たった。

　中学では体格のよさと筋肉で、エースとして試合を勝利に導いてきた。

　だがフィジカルを武器にしてきたことが、高校では裏目に出てしまう。

　正せい堂どう学がく院いんは全国大会出場十回を誇ほこるチーム。

　フィジカルだけじゃやっていけない先輩たちが、そこにいた。

　スピードもテクニックも、中学のころとはレベルがちがうのである。

　自分の最大の武器も、スピードで負けてテクニックでかわされてしまえば、使えない。

　第一、中学ではずば抜ぬけて大きかった錬介でも、高校に入ればそうでもなかった。まして強きょう豪ごう校こう。同じくらい大きな先輩もいる。

　自分の長所が、あっさりと消されてしまったのだ。

　ドリブルでもテクニックでも、先輩たちに勝てる気がしない。勝たなきゃ試合に出られない。

（くそ……。またレギュラーに入れなかった。ドリブルの特訓でもするか？　ワンオンワンの駆かけ引ひきで勝てるように、フェイントのテクニックを身につけて……）

　いや、駆かけ引ひきは苦手だし、今からどんなに特訓しても、レギュラーのレベルまでうまくなれる気がしない。

　筋トレをしても気分が晴れず、答えが出ない。さりとて筋トレをしないという選せん択たくはなく、週末も家で筋トレをしていた。

「がんばってるね、錬介。終わったら、おいしいもの食べにいかない？」

　大学生になった姉が、誘さそってきた。

　もう錬介も高校生だ。姉のうしろにくっついてばかりだった子どものころとはちがう。ちがうが、姉に誘さそわれたらどこにでもついていく。

「ここ、おいしいんだよ」

　姉が連れていってくれたのは、おしゃれなカフェだった。客は女性同士かカップルばかりで、一いっ瞬しゅん（姉ちゃんはだれとここにきたんだろう？）という疑問が頭をよぎったが、それ以上は考えないことにした。

「なんでも好きなもの食べなよ。おなかすいたでしょ」

「ん」

　錬介はロコモコ丼どんにオレンジジュース、姉はパスタに紅茶のセット。

「錬介、高校楽しい？」

　最近短く切ったばかりの髪を耳にかけながら、姉が聞いてきた。

「うーん。ちょっとビミョー。レギュラー取れてねえから」

　ベンチで応おう援えんすることが、こんなに悔くやしいとは思わなかった。

「まだ一年じゃん。錬介ならなれるよ！」

　姉は本気で応おう援えんしてくれる。

「うーん……。でも、かなりムズそー」

「そうなんだ」

　そして姉は聞き上手である。錬介がなにを言っても否定することなく、やわらかく受け止めてくれる。だから錬介も、素す直なおに悩みを打ち明けられる。

「今までは、フィジカルで競せり勝かって、自分でシュート打ったり、パス出したりできてた。それでチームの中心になれてたけど、今はそれが通用しないっつーか。フィジカルを軸じくにプレーできないから……先が見えないってゆーか……」

　試合に出るためには、フィジカルにたよっているだけじゃダメ。だがスピード、ドリブル、テクニック、すべてにおいて先輩たちにはかなわない。

　錬介の思考はぐるぐる回って、どうすればいいかわからないでいた。

　話している途中に、ロコモコ丼どんがきた。ハンバーグとどうちがうのかよくわからないけど、すごくおいしそうだ。

　パスタもきて、ふたりで「いただきます」と手を合わせる。

「……ねえ錬介。力の使い方を変えてみるっていうのはどうかな？」

　姉がパスタをフォークに巻きつけながら、さらりと言った。

「力の使い方？」

「そ。錬介がすごいパワーを持っているのは絶対。ほかの子よりずっと強いよ」

　錬介の長所を、改めて全ぜん肯こう定ていしてくれる。

「でもその使い道が大事だと思うの。ほら、小さいころ、わたしを守ってケンカしたことあったじゃん？　あのときね、わたしのために戦ってくれた錬介を見て、心強くてうれしかった。でも、ちょっと怖かったの」

「え……？」

「初めて言うよね。あのとき、馬乗りでほかの子を殴なぐっている錬介は……錬介じゃないっていうか。ブッ飛んでる熊みたいだった」

　くすっと、姉が笑う。

「なにそれ……獣けもの系けい？」

「そうだね。話通じない系」

　くすくす笑う。

「やべーやつじゃん、おれ」

「でも本当にそう。我わが弟ながら、こいつはやべーと思った。だから、サッカーをやることになってよかったと思った。もしあのまま、錬介が力を持て余して、怒いかりのスイッチで暴発しちゃうようになったらいやだもの」

　言ってることはわかる気がした。

　あまり覚えていないけれど、あのときは自分が自分でないような気がした。

　力が自分をふり回しているような感覚。

「自分の力の使い方がわからずに、迷って、苦しくて、おかしくなっちゃう人はたくさんいると思うの」

　自分も、もしサッカーをしていなかったら苦しかったと思う。サッカーに出で逢あったことで、力をコントロールできるようになった。あと筋トレのおかげか。

「わたしね。あのときのこともあって心の専門家に……臨りん床しょう心しん理り士しになろうと思ったの。迷っている人を、少しでも〝導ける人〟になりたくて、この道に進んだんだよ」

　姉は大学で、臨りん床しょう心しん理り士しになるための勉強をしている。

　臨りん床しょう心しん理り士しとは臨りん床しょう心しん理り学がくの知識や技術で、人々が抱かかえる悩みや心の問題解決にアプローチする。心をケアし、サポートする仕事だ。

　錬介にはよくわからないが、姉に向いている気がする。

「へー。知らなかった。おれのせいじゃん」

「錬介のおかげだよ。あざっす」

　姉が片手を敬礼ポーズのように上げる。

「どーも」

　照れる。けどうれしい。
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「なにが言いたいかというとね。錬介の体がすごいのは間違いないんだから、そこは迷わなくていいと思うんだ。否定するんじゃなく、新しい力の注ぎ方を考えてみれば？　って話」

「……新しい、力の注ぎ方……」

　フィジカルだけじゃ通用しないと足あし踏ぶみをしていた錬介に、新しい道が示された気がした。できないことより、できることを考えてみる。

「わかった。やってみる」

「うん。がんばろ！　わたしも夢に向かってがんばるから！」

「おう。ありがと姉ちゃん」

　ロコモコ丼どんをたいらげ、「これだけじゃ足りないでしょ？」と姉は少しパスタをわけてくれ、デザートにケーキもつけてもらい、ふたりはカフェを出た。

　錬介も小こ遣づかいから少し出すと言ったが、姉が全部おごってくれた。

「いいのいいの、姉ちゃんにまかせなさい」

　申し訳ないと思いつつ、姉のマネをして「あざっす」と敬礼する。

（いつか、おれがうまいもんを姉ちゃんにごちそうしてあげたい）

　そう思った。




　姉のアドバイスは、錬介の悩みを明確にした。

（スピードとテクニックで負けてるおれが、力を注ぐべき新しいなにか……。それを見つけるんだ。勝つために）

　フィジカル無む双そうじゃなく、明確な武器がほしい。レギュラーを勝ち取り、敵を蹴け散ちらし、自分をフィールドの上で存在証明できるような武器。

　自分がまだやっていないこと、できるかもしれないことは、なんだろう？

　錬介の身長はさらに伸び、今や百八十八センチになっていた。

　自分の特とく徴ちょうは、この長身とパワーに特化した肉体。

　左ひだり利ききで、利きき足あしも左だ。サッカーでは左ひだり利ききの選手を「レフティ」と呼び、右みぎ利ききが多いフィールドでは有利だと言われている。

　そして、なにより。

（おれは、ストライカーとしてサッカーでヒーローになりたいんだ）

　ゴールへの執しゅう念ねん。ヒーローへの憧あこがれが、錬介を突つき動うごかしてきた。

　フィジカル、左ひだり利きき、そしてヒーローへ。

　導きだされた答えは……。




　大会を前にした練習試合。

　ドゴン！

　弾だん丸がんのように、ボールがネットに突つき刺ささる。

　ゴールキーパーは一歩も動けない。

「うおー！　あそこから入った!?」

「國神マジすげえー！」

　左足の超ちょう弾だん丸がんミドルシュート。

　それが、錬介の新しい武器だ。

　自分の中のエネルギーが、ゴールという一点に集約されて爆ばく発はつする感覚。

　今までは、いかにシュートの射しゃ程てい圏けん内ないに入るかを考えていた。

　だが、むりにゴール前まで細かいタッチでいく必要はない。

　そのフィジカルでボールを奪うばい、打てるときにどこからでも打つ。一いっ瞬しゅんのシュートコースに、全力で叩たたきこむ。その意識だけに特化してトレーニングを積んだ。強ごう引いんでエゴい戦法だが、今まで培つちかってきた筋肉があってこそ可能になる。

　自分だけの武器を手に入れた錬介は、あっという間にレギュラーをつかんだ。

　ボールを運ぶのは味方にまかせ、自分は前線へ直行する。

　人数の多いペナルティエリアより手前にポジショニングして、味方からのパスを受ける。そして強きょう烈れつな左足のシュート。

　試合のたびにゴールを量産し、一年の終わりにはチームのエースとなった。

　正せい堂どう学がく院いんの國神錬介。

　その名は、地元秋田の高校サッカー界に轟とどろいた。
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　そして同じころ。錬介がサッカー以外で筋トレしておいてよかったと思う、ちょっとした事件が起きた。

　寒さ厳しい一月の午後。練習からの帰り道、錬介はひとり、雪を踏ふみしめて歩いていた。つかの間の晴れで、歩道には雪かきをしているおばあさんと、犬を散歩させているピンク色のオーバーを着た小学生くらいの女の子。

「おやこんにちは。風か邪ぜひがねえでな」

「はーい！」「ワン！」

　おばあさんのあいさつに、犬も一緒に返事をしていてほほえましい。

　錬介はマフラーに顔をうずめながら、ぼんやりと本日の筋トレメニューを考える。

（今日は……プッシュアップ多めにするか……プラス百回くらい）

　突然、「ひゃああ！」と悲鳴が冬の空気を切きり裂さいた。

　驚おどろいてふり返ると、おばあさんがスコップをほうり出してひっくり返っている。

　そのわきを、スリップしたらしい白い軽トラが暴走してくる。

　コントロール不能らしく、半回転しながら歩道をこっちに向かってきた。

（やべえ……！）

　錬介は反射的に、トラックに向かってダッシュした。

　錬介とトラックのあいだには、あの女の子と犬。迫せまりくるトラックをよけるすべもなく、棒立ちになっている。

（間に合うか!?）

　錬介は女の子と犬を抱かかえ上あげると、横っ飛びに飛んだ。

　ドオン！

　軽トラは錬介の足をかすめ、そのままブロック塀べいにぶつかる。

　後先考えずに思いっきり飛んだが、おばあさんが雪かきでよせたらしい雪山が、錬介の体を受け止めてくれた。頭から雪をかぶったものの、衝しょう撃げきは吸収されて無む傷きず。

「だいじょうぶか!?　ケガは!?」

　腕うでの中の女の子と犬はしばし呆ぼう然ぜんとしていたが、女の子はすぐに元気よく泣き始めた。犬も鳴き声を上げた。

「うわああん！　怖かったー！」「キャンキャン！」

「だいじょうぶだいじょうぶ……。怖かったよな」

　無事とわかって、錬介は胸をなで下ろす。おばあさんもしりもちをついているが、無事のようだ。

（あとは運転手……！）

　ブロック塀べいに激げき突とつした軽トラは、運転席側を下にして、横よこ倒だおしになっていた。

「やべーじゃん……」

　フロントからのぞきこむと、運転手の男性は頭から血を流していた。

　様子を見にきたおばあさんが、「ひゃー、救急車、救急車！」とあわてて家の中にかけこんでいく。

「待ってろ！　今助ける！」

　だが、助手席側のドアがひしゃげてしまい、錬介の力をもってしても開かない。

「うう……」

　運転手の出血は激しく、苦しげな声が次し第だいに小さくなっていく。

（これじゃ救急車がきてもすぐに搬はん送そうできねぇ。マジでヤバい）

　最悪、手て遅おくれになるかもしれない。

　しかも、さっきまで見えていた青空はいつの間にか灰色になり、雪が降ってきた。ちらちらと舞まう雪はあっという間に横よこ殴なぐりの吹雪ふぶきになり、錬介のほおを叩たたく。

（この寒さで時間がかかったら……マジで命が）

　人通りはなく、事故の音に驚おどろいて家から出てきたのは運悪く高こう齢れい者しゃばかり。錬介がひとりでどうにかするしかない。

「お兄ちゃん……」「わん……」

　いつの間にか、横に女の子と犬がいて、不安げに錬介を見上げていた。

「わりい。ちょっとこれ持って、少し離はなれててくれ」

　錬介はマフラーを女の子に預けると、ぐっと軽トラの荷台に腕うでをかけた。ハーッと深く呼吸をする。肺に入る冷気は痛いほど冷たい。

「ふんっ！」

　ぐっと力を入れて、ゆっくりと持ち上げる。

「ぐ……ぐ……！」

　車体が起き上がってくる。今まで持ち上げたどのバーベルよりも重い。人の命がかかっているからなおさらだ。

「ふぬぅうううう！」

　運転手は頭をケガしている。なるべく衝しょう撃げきを与あたえないように、静かに車体を起こす。

「ぬぅうああああ！」

　下手をすると自分が車体の下した敷じきになってしまう。血管を浮うき立たたせ、最後まで力を抜ぬかない。錬介は全ぜん身しん全ぜん霊れいを傾かたむけた。

　ズウン……！

　ついに、横よこ倒だおし軽トラが起き上がった。

「おい！　だいじょうぶか!?」

　ドアを開けると、血だらけの運転手が薄うす目めを開けた。ぐったりとしているが意識はあるらしい。

　ホッとしたところに、遠くから救急車のサイレンが響ひびく。

「お兄ちゃん、これ」

　寒そうな錬介に、女の子がマフラーを差し出してくれた。

「サンキュ」

　首に巻いて、ポンと女の子の頭をなでる。

　救急車に運転手が運ばれていくのを見届けて、錬介は家に帰った。




　翌日。正せい堂どう学がく院いんには、地域住民から「おたくの学校の生徒が人助けをしていた！」という連れん絡らくが相あい次ついだ。

　正せい堂どう学がく院いんの制服で、体が大きくて、髪かみの毛けがオレンジ。

　小学生と犬を暴走軽トラから助けたあと、横転した軽トラをひとりで持ち上げてケガをした運転手を救助したという。

　学校の人間は全員、「あのサッカー部の……！」と思ったが、錬介本人が名乗り出ることはなかった。

　別に当たり前のことをしただけだし、あと照てれくさかったから。
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　高校二年生になった。

　相変わらず錬介はサッカーと筋トレの日々である。

　変わったことといえば、女子に多少モテるようになったことだ。

　小学校のころは「なんか怖い」とクラス中の女子から距きょ離りを置かれていたが、今はバレンタインに手作りチョコをもらったりする。

　姉と妹に「食べる？」とわけようとしたら、「絶対に自分で食べなさい」「それやったらだめなやつだよ錬介」と怒おこられた。

　ちなみに高一の終わりにもらったのは七個。家族からもらったものを入れると二ふた桁けたになり、大出世である。

　実は錬介、本人はまったく意識していなかったが、けっこう女子に人気があった。

　まず「サッカー部のエースで高身長」というだけで女子の目を引く。

　筋肉のつき方がギリシャ彫ちょう刻こくのように美しいので、筋肉フェチの女子たちに盗とう撮さつされるくらい推おされている。

　なにより、見た目とちがって、すごく話しやすいのがいい。

　ふだんから姉と妹と話しているため、変に女子の前でカッコつけたりもせず、フランクに会話してくれる。女性へのリスペクトが心の根底にあるので、からかったりバカにしたりもしない。

　あと、強面こわもてで無愛想なのに、ほめると照てれたりするところもかわいく、そのギャップが実にいいらしい。

　でも錬介の毎日は、やっぱりサッカーと筋トレだった。

　練習をして、家に帰ってシャワーを浴びて、筋トレをしてまた汗をかく。

　そんな毎日のくり返しだ。

　だが、それで満足だった。

　広いピッチの上で、ひとつのボールを奪うばい合あい、ゴールを求めて人間が激しくぶつかり合う。

　無む秩ちつ序じょな奪うばい合あいではなく、そこには明確なルールと反則がある。

　それが、錬介にはよかった。

　ハンド、オフサイド、ファウル。

　やってはいけないことが明確なほうが、錬介は自由になれる。

　なんでもやっていいとなると、かえって錬介は困るのだ。

　自分は、力の使い方がわからない。

　体の中にマグマのような熱いパワーがみなぎっていて、そのパワーは正しく発揮されないと、子どものころの大暴れみたいになってしまう。

　ルールがあるほうが、錬介は正しく生きられる。

　正々堂々。

　そう生きるためには、ルールが必要だ。

　サッカーでプロになって、世界のスーパーヒーローになるために。

　錬介は自分の夢のために突つき進すすむ、自分を信じて疑わない、強い人間になった。




「錬介、ご飯よー」

　リビングから母が呼ぶ声がする。

　テーブルに着くと、錬介の好きなハンバーグだった。

　錬介はビッグサイズが三つ、姉と妹は普ふ通つうサイズがひとつずつ。ご飯はどんぶりに大盛りに盛られている。

「錬介～。手紙きてたよ。日本フットボール連合ってとこから」

　妹が、白い封ふう筒とうを手て渡わたしてきた。

「日本……フットボール連合？」

　姉、母、ビールで晩ばん酌しゃくを始めていた父も、いっせいに手紙に注目する。

「ねえ、日本フットボール連合って、代表選手とか決めるとこでしょ？」

　姉が身を乗り出してくる。

「なんの手紙かしらね？」

　母も興きょう味み津しん々しんで聞いてくる。

「……なんだろ？」

　錬介には全然心当たりがないが、姉も母も目をキラキラさせてるし、父もビール片手にそわそわしている。

「ついに日本代表に出しゅっ荷かされるときがきたか。よっ！　うちのシャインマスカット！」

「ふんっ！」

　妹がアオると、錬介もノって、力こぶを作る。

「いいから早く開けてよー！　気になるじゃん！」

　姉がワクワクが止まらないといった様子でせかすので、錬介がビリリと封ふうを破く。

　中には、一枚の書類。

〈強化指定選手に選出されました。──日本フットボール連合〉

　錬介を囲むように、家族が手紙をのぞきこむ。

「あらまあ。これってすごいことなんじゃないの？」

「だよねお母さん！　すごいよ！」

「うむ。がんばったな、錬介」

　母、姉、父が笑う。錬介もうれしかった。

　國神錬介という選手を、錬介の才能を、見み出いだしてくれたということだ。

「錬介、力こぶ！」

　妹が、ぱしぱしと錬介の腕うでを叩たたいた。

「よーし！　ふんっ！」

　立ち上がって、ぐぐっと力こぶを作る。

「おめでとう、錬介！　うちの完熟マンゴーはうまいぞー！」

　錬介の右みぎ腕うでに、その筋肉の成長を見守ってきた妹がぶらんとぶら下がり、隆りゅう々りゅうと実った胸の筋肉を叩たたく。

「ふんっ！　ふんっ！」

　今日は大サービスで胸筋を左さ右ゆう交こう互ごに動かしてくれて、妹はきゃっきゃっと大喜びだ。ほぼ遊園地の乗り物状態である。

「姉ちゃんもほら。錬介ゴーランド！」

　錬介が姉に、妹がぶら下がっていない左ひだり腕うでを差し出す。

「ええ!?」

　ムキっと力こぶが盛り上がっている。

　姉ちゃんもぶら下がれ、ということらしい。

「ムリよ、ふたりも！」

「楽勝だって。ほら早く」

　そう言われても、姉はさすがに遠えん慮りょしてしまう。

「お、重いから！　ムリムリ！」

「だいじょうぶだいじょうぶ。だてにベンチプレス一二〇キロ上げてねーし」

　錬介に言われて、姉もおそるおそる力こぶに手をかけた。

「ふんっ！」

　気合を入れてふたりを持ちあげ、回転し始める錬介。

「きゃっ」

「きゃはは！」
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　両りょう腕うでに姉と妹をぶら下げて回る錬介に、母が「ちょっと待って動画撮とるから！」と笑ってスマホを向ける。父が「おいおい無茶するなよ」とあきれる。

　その夜、國神家は笑い声がたえなかった。




　ここから、〝青い監獄ブルーロック〟という新しいルールが始まることを、錬介はまだ知らない。

　今までのルールじゃ生きていけない。

　試ためされ、変わることを求められるサバイバル。

　正々堂々と、ヒーローに憧あこがれているだけじゃいられない。

　國神錬介のエゴとサッカー人生は、まだ序章にすぎない。
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[image: 幸せな家族]

　青い空の下、家族連れで賑にぎわう日曜日の公園。

「ほーら羊よう！」

　よく日焼けした父親が、幼い息子にゴムボールを投げる。

　ころころ転がるボールに向かって、トコトコと走る男の子。

「えいっ」

　ぽーん。

　蹴けったボールは、大きく弧こを描えがく。

「上手上手～！」

　母親がパチパチと拍はく手しゅする。男の子もキャッキャッとうれしそうだ。

「さすがおれの息子や！　未来のプロサッカー選手や！」

「ほんま、ウチゆずりの運動神経のよさやわ～」

　男の子が「お父さん！　お母さん！」と両親の元へと駆かけていく。

「足も速いな～！　天才ちゃうか？」

「すごいで羊ちゃん！」

　親バカな発言がほほえましい、どこにでもいる幸せな家族。

　だけど、よく観察すれば、小さな違い和わ感かんに気づくはずだ。

　公園にはたくさんの遊具があるのに、その家族はずっとボール遊び。

「よっしゃ、ええぞ羊！　ええキックや！」

「ほんま才能のかたまりや！　羊ちゃんは日本一、いや世界一や！」

　ほかの子と遊ばせることもなく、ひたすらボールを蹴けらせる。

　鬼おにごっこやすべり台、お砂場遊び。なにもさせない。

　でも、羊に不満はなかった。

　だって、上手にボールを蹴けると、父親と母親は笑ってくれる。

　うれしい。もっと笑って。

　幼い羊は、その笑顔を親の愛と信じて疑わなかった。





[image: スポーツ毒親]

　氷ひ織おり羊は期待されて生まれた。

　父、銀ぎん次じは柔じゅう道どうの全日本銀メダリスト。

　母、準じゅん子こは走はしり高たか跳とび日本二位。

　一位になれなかったふたりは出会い、同じ願いを持って結けっ婚こんする。

「我わが子には一位に、トップアスリートになってほしい」

　羊は、最初から大きな期待を背負って生まれてきたのだった。

　幸か不幸か、羊はアスリートの遺伝子を受けつぎ体が大きく、四歳さいのときにはすでに飛とび抜ぬけた運動能力を発揮していた。

　かけっこ、鉄棒、跳とび箱ばこ、なにをさせても一番だった。

　その才能を、どのスポーツで生かすか。

　野球、バスケ、バレー、陸上、ラグビー、ゴルフ……数あるスポーツの中から、両親は羊にサッカーを与あたえた。

　理由は、世界でもメジャーなスポーツだから。

　そのサッカーで一番のストライカーにする。

　それが、両親が羊に託たくした夢だった。

　挫ざ折せつしたアスリート人生を我わが子でやり直し、自分たちの無念を晴らす。

　生まれたときから英才教育は始まっており、物心がついたときにはサッカー中心の毎日で、それが当たり前だった。

　それでも羊に、不満はなかった。

　ゴールを決めれば両親がほめてくれる。うれしい。それがすべてだったから。




　小学生になると、羊の生活はますますサッカー漬づけになった。

　学校が終わったら、すぐにプロクラブチーム「バンビ大阪」のサッカースクールにいって練習する。学校が休みの日には、遠えん征せいして試合をする。家ではずっと両親がサッカーの話。テレビはずっとサッカーの試合。

　ある日の放課後。

「これから公園いこうぜー！」

「ケイドロ！　やろうぜケイドロ！」

「わーい！」

　ランドセルをがちゃがちゃと鳴らし、連れだって帰っていくクラスメイトたち。その背中を見て、羊は思った。

（いいなぁ……）

　自分はこれからサッカースクールだけど、みんなはちがう。放課後は、友だち同士で集まって公園にいったりしているんだ。

（……ぼくも一緒に、いきたいなぁ）

　その思いを、初めて両親に言ってみた。

「明日、サッカー休んで友だちと遊びにいってもいい？」

　とたん、両親から笑顔が消えた。

　母はすごく驚おどろいた顔をして、それから見たこともないような怖い顔になる。

「……!!!」

　なにを言われたかは覚えていない。とにかくひどく怒おこられたのは覚えている。

　その後、ギュッと抱だきしめられた。

「羊はサッカーで一番になるためにわたしたちのところに生まれてきたんやで」「ほかの子と遊ぶんはいつでもできる」「でもサッカーは、今のうちからちゃんとやらんと一番にはなれん」

　母は必死だった。

　父もそのうしろで、悲しそうに羊を見つめている。

「お願い羊。わたしたちを信じて、サッカーをして」

　羊は、自分がとても悪いことをしたのだと思った。

（……どうしよう。ぼく、悪いこと言っちゃったんや。ごめんなさい）

　針の部屋に閉じこめられたような、息がつまる空気。

　動いたら傷つきそうで、羊はうなずくことしかできなかった。

　その数日後。朝、起きたらテレビゲームがまるで季節外れのクリスマスプレゼントのように、ベッドの横にあった。

　最新式のやつで、人気のゲームソフトもセットで置いてある。

「友だちと遊ぶ時間はないけど、これならええよ」

　父が笑って羊の頭をなでてくれた。

「よかったねえ、羊ちゃん！」

　母も怒おこったのがうそのように、機き嫌げんがいい。

（……よかった。ぼくは愛されてる）

　ホッとした。そしてテレビゲームはおもしろかった。

　サッカーに支障さえなければ、どんなゲーム機でもゲームソフトでも、両親は買ってくれた。羊は、ゲームが大好きになった。




　成長とともに、羊はますます背が高くなり、サッカーはぐんぐん上達し、九歳さいのときには上のカテゴリーでも通用すると言われるほどになった。

　でも両親は、前ほど喜んではくれなくなった。

「もっとや羊！　もっと上を目指せ！」

　父に活を入れられる。

「世界一になるんやで!?　こんな地元のスターで終わったらアカン！」

　ほめ言葉より説教が多くなった母。

　同世代では一目置かれる存在だけど、そのレベルでは全然ダメらしい。

　羊の両親のように、スポーツで結果を出すことに固こ執しつし、子どもを追いこんで、疲ひ弊へいさせる親をスポーツ毒親という。ふたりは典型的なスポーツ毒親だった。

　自分たちだって、もっと努力すれば、もっとよい環かん境きょうに恵めぐまれていれば、ナンバーワンになれた。だから、羊にはもっと努力させよう。全面的にサポートしてやろう。これだけ苦労したんだから、今度こそ自分たちの努力は実る！

　……そう信じて疑わず、その分、羊に対する期待と焦あせりも大きくなる。

　英才教育は加速していき、羊はじわじわと追いつめられていった。

「羊ちゃん！　今日の分のタンパク質！　あとで炭水化物も摂とるんやで」

「トレーニング終わったら戦術勉強な！　サッカーのトレンドも理解せな！」

　食事も時間も管理される。

「はぁーい」

　返事はするものの、なんかしんどい。

（……ぼく、どこまでがんばればいいんやろう？）

　次し第だいに、羊は疑問を抱いだくようになった。

（サッカーやりたいなんて、よう考えたら一回も思ったことないなぁ。なんでサッカーやってるんやろう。父さんと母さんが喜んでくれへんかったら……やる意味あんのかな）

　どんなごちそうでも、口にむりやり押しこまれては食欲が失うせる。

　それと同じで、なんであれ自分で選んだということがモチベーションには大事だ。

　サッカーは自分で選んだことじゃない。

　なのに、なんで自分は生活のすべてをサッカーに捧ささげているんだろう？

　疑問への答えは、最悪の形で示された。




　ある夜。両親が言い争っている声で、目が覚めた。

　部屋を抜ぬけだし、そっとリビングをのぞく。

「このままやったらプロ入られへんぞ！　どーすんねん!?」

　父が怒ど鳴なっている。

「あーもーやめてよ!?　なんのためにアンタと結けっ婚こんしたと思ってんの!?」

　母が言い返す。

「こっちのセリフじゃボケェ!!　羊が中ちゅう途と半はん端ぱなアスリートで終わったらおれらの人生全部台無しやぞ？」

「言わんでもわかってるわアホ！　あの子にわたしらの夢乗っけてんねんから……」

「「羊が世界一になられへんかったら離り婚こんや!!」」

　ふたりとも、見たことのない鬼おにのような顔をしていた。

（リコン……？）

　怖くて、思わずあとずさる。リコン。リコン。

　ずるずると階段のふちまで下がってしまい、ズルッと足がすべる。

「あ」

　羊は、階段から転がり落ちた。

　ドン！　という激しい音に驚おどろいてリビングから飛び出した両親が見たのは、階段の下に倒れている羊だった。

「羊ちゃん!?」

「羊!?」

　あわてて駆かけよる両親。

　体中がすごく痛かった。でも階段から落ちた痛みより、さっきのふたりの鬼おにのような顔と、リコンという言葉に羊は傷ついていた。

「なあ……リコンすんの？　ぼくのせいで……リコンすんの……？」

　冗じょう談だんや、ちょっとケンカしただけ。びっくりさせてごめんな。

　ただ、そう言って笑ってほしかった。

　だが両親に、羊の言葉は届いていなかった。顔すら見ていない。

「お……おい、だいじょうぶか!?」

　父が真っ青になる。

「そんな……折れてない!?」

　母が涙目になる。

　羊の足から、血が出ていた。落ちたときに、ぶつけて切れたのだ。

「ひねっただけか!?　大事な足やぞ！　答えろ羊!?」

「でも一応救急車呼ぶから……！　もう信じらんない……!!」

　父が羊を抱だきかかえ、母がスマホで一一九を押す。

（あぁ……この人たちは……ぼくを視みてない）

　羊じゃなく、羊の足を心配してパニックになっている。足をケガしたら、サッカーができなくなるから。

　そんな両親を見ながら、羊は残ざん酷こくなまでに理解させられてしまった。

（この人たちが愛してるのはぼくの「才能スペック」だけで、ぼくじゃない……）

　今までのやさしい言葉を思い出す。

　ゴールを決めると笑ってくれた。

　たくさん応おう援えんしてくれた。

　アレもコレも全部、ぼくに向けられたものじゃなく、ぼくの才能に向けられたもの。

　ぼくはこの人たちのエゴで生まれてきた、夢を叶かなえるためのただの道具や。

　じゃあ、ぼくってなんなん？




　抱だきかかえられる父の腕うでの中で、羊の心は迷子になった。
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　それでも、羊はサッカーをやめなかった。

　むしろ今まで以上にがんばって、中学校に入ってからも熱心にスクールに通い続けた。

　そしてサッカーと同じくらい、ゲームにも没ぼっ頭とうした。

　サッカー以外の時間は、全部ゲーム。友だちと遊ぶわけでも、どこかに出かけるわけでもなく、部屋にこもっている。やるのはほとんどガンシューティング。ゾンビやテロリストを撃うち殺ころしまくる。
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　ゲームは操作しているキャラを俯ふ瞰かんして見られるから、心が落ち着く。

　その世界でなにが起こっても、受け止めるのはキャラ。

　自分は神の視点にいて、決して傷つくことはない。それがホッとする。

　だから現実の自分も、ゲームのキャラだと考えることにした。

（別に今は愛されてなくても……）

（ぼくがサッカーを続けてるうちは、家族はバラバラにならんですむから。……そんでいつかぼくが世界一のストライカーになったら、ぼく自身が生まれてきた意味とか見つかるかな……）

（……ってゆう、キャラ設定）

　そう思いこむことで、自分を保った。

（ぼくは、氷織羊っていう、両親の期待を背負ってサッカーで一番になることを宿命づけられたキャラクター……）

　もうひとり、自分の上に神の視点があるような感じ。

　自分の人生は、そーゆーゲーム。

　そうやって生きるクセが、羊を支えた。

　ただ、自分をキャラとして引ひき離はなしてしまうことで、現実の感情表現はどんどん乏とぼしくなっていった。

　怒おこることも、笑うことも、少なくなった。ましてや泣くこともない。

　子どもらしい活発さもなくなった。

　瞳ひとみに光はなく、いつも無表情。

「いいぞ羊！　シュート！」

「がんばれ～！　世界一や世界一！」

　そんな羊を、両親は無む邪じゃ気きに応おう援えんし続つづけた。




　高校生になり、バンビ大阪ユースチームへの昇しょう格かくが決まった。

　バンビ大阪は歴史あるチームだ。数多くの日本代表選手を生み出し続ける名門で、そのユースチームに選ばれたのである。

　両親はとても喜んだ。

「よっしゃ！　この調子や！」

「すごいで羊ちゃん！　最高や！」

　まるで自分たちが選ばれたかのようなはしゃぎようである。

　いつものことだが、こういうことはすごく喜んでくれる。でも、学校で先生にほめられたとか、体育大会で表ひょう彰しょうされたとか、そういうことには無関心。

　結局、両親はサッカーをしている自分にしか興味がないのだと、また理解させられてしまう。

　そしてユースチームでは、コーチもトレーニングも施し設せつも、はるかにレベルアップした。ついていくのが大変なくらい、チームメイトもうまいやつばかりだ。

　だがどんなに大変になっても、つらいともいやだとも言わない。

　ただ黙もく々もくと練習する。

（だって、そーゆーゲームやから）

　ゆるやかに壊こわれていく自分を心のどこかで感じながら、羊はサッカーを続けた。




　練習終わりの夕方。

　山の向こうに日は落ちかけ、空は赤く、グラウンドに伸びる影かげは長い。

「氷織羊、おまえ非ひ凡ぼんやな」

　そう声をかけてきたのは、烏からす旅たび人と。

　バンビ大阪ユースのひとつ年上の先輩だ。

　こっちを見み透すかしたような鋭するどい眼光と、それに似合わない泣きぼくろが目を引く。

「おまえ天才やな、氷織。持ってうまれた身体能力と研とぎ澄すまされたボールタッチ。サッカーＩＱも抜ばつ群ぐんやし。左ひだり利ききのキックセンスがエロすぎる」

「エロ……？」

　ほめられた……ということでいいのだろうか。

「……でも最後の最後、ゴール前での執しゅう念ねんが凡ぼんや。心とカラダがズレてるプレーっちゅうか……。おまえ、サッカー好きちゃうやろ」

　びっくりした。

　そんなことを言われたのは初めてだったし、当たっている。

　毎日毎日しているこのスポーツが、サッカーが、羊は好きじゃない。

「……はい。すごいすね烏くん。わかる人にはバレるもんやね」

「おれぁ分析屋やからな。今のままやったらおれに勝たれへんでおまえ」

　……そっか。分析か。分析してくれたんや。

　身長や筋力、五十メートル走のタイムにシュート成功率など、数値を親に分析されるのはいつものことだが、メンタルに関心を持たれたことはなかった。

　心のハードルが下がって、ぽろりと言葉が出る。

「……烏くんは〝期待〟されんの好き？」

「あ？」

　意外な質問に、烏の目が見開かれる。

「ぼくはずっと〝期待〟されてきた人生やから……それでたぶん……サッカーが嫌いになったんやと思う……」

（あれ？　なんでこんなこと言ってるんやろ？）

　途中そう思ったが、一度言葉にすると止まらなかった。

「凡ぼんやな」

　烏の目はまた鋭するどくなっている。

「へ？」

「他人の眼めなんか、あとから考えたらええねん。まずは自分や。自分に期待しろ。自分のことワクワクさせる。そっからしかなんも始まらへんぞボケェ」

　それだけ言うと、烏は背中を向けた。

　オレンジ色の夕ゆう陽ひを浴びるそのうしろ姿から、目が離はなせなくなる。

　俯ふ瞰かんで生きることがクセになっていた羊を、さらに上から眺ながめているような言葉。

　親ですら、自分自身ですら、見ていなかった羊の心を烏は見てくれた。

　観察して分析して見み抜ぬいて、そして言葉をくれた。

（烏くんって……すごい人間や）

　口は少し悪いけど。あとエロいの意味はよくわからないけど。

　氷のように冷たく死んでいくだけだった心が、ほのかに熱を帯びた。
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　次の日から、羊は烏を目で追った。

（この人は、なんでそんな目線を持って生きられるんやろう？　もっと、烏くんのことが知りたい）

　感情の起き伏ふくをほとんど失いかけていた羊が、心を動かされた人物。

　彼のことがわかれば、自分も、もっとちがう生き方を見つけられるかもしれない。

　練習中、トレーニングルーム、ロッカールームでの様子。

　烏旅人をじっくり観察して、次の三点の生態がわかった。




①烏くんは常に周りを見ている。

　試合中だけじゃなくて、練習中や、ふだんの会話でも周りをよく観察している。

　ニタニタ笑いながら話題をふって話を盛り上げる。けど、他人にしゃべらせて、自分のことはあまりしゃべらない。

　コミュニケーションを取っているんだけど、気づいたら話しているのは相手のほうだけというパターンだ。

　烏くんは、他人からパーソナルな情報を引き出すのがうまいのだ。自分もそんな感じにしゃべらされたんだと羊は思う。

　しかも、そういう彼の能力に、だれも気づいていない。

（……烏くんは曲くせ者ものだ）




②烏くんはプレー中、腕うでの使い方がうまい。

　圧あっ倒とう的てきボールキープ力と戦術眼。

　ハンドワークがうまくて、腕うでを使って間合いを制す。相手との間かん隔かくを長い腕うでで支配する姿は、フィールドを羽ばたく鳥のように見える。

　そして相手の長所と短所をすぐ分析して見み極きわめて、弱点を的確に攻せめる。得意なプレーをピンポイントでつぶしにくるので、敵になったらかなりイヤなタイプ。

　ついたあだ名が「殺し屋」なのも納なっ得とくだ。

（烏くんには、目ぇつけられたくないな……）




③烏くんは、隙すきがない。

　ダメなところを見たことがない。トレーニングはきっちり準備してくるし、弱音は吐はかないし、髪型もいつも決まってる。そしてクール。

（……もっと烏くんのことが知りたい）

　生態を観察したい。分析屋を分析したい。

　生まれた熱に突つき動うごかされ、羊は烏を尾び行こうすることにした。




　練習終わりの、日が暮れた帰り道。キャップ帽ぼうを深くかぶり、尾び行こう開始。

　ほとんどストーカーだが、羊は今までサッカーしかしてこなかったので、やることが多少ズレてるのは仕方ない。

　こっそりあとをつけて、同じ電車に乗る。

　烏が駅をおりると、羊もおりる。ストーキングしていくと、烏は高級住宅街へと入っていった。

（こんなとこに住んでんの……？　お金持ち？）

　高こう級きゅう料りょう亭ていみたいな庭のある日本家屋やヨーロッパ風の邸てい宅たく、外車ばかりが停とまっているマンション。

　広い歩道はきれいに掃除されて、街路樹と街灯が整然と並んでいる。

　だが、烏は高級住宅街を通りすぎてしまった。

　どうやら高級住宅街の住人ではなかったらしい。

　こそこそとついていくと、家が途と切ぎれた先の、静まりかえったさびれた公園に入っていった。すべり台にジャングルジム、鉄棒に砂場。

（えっ？　こんな夜に公園？　公園に住んでる……？　いやまさかね）

　その公園も、烏は通とおり抜ぬけた。

　……と思ったら、突然走り出した。

（やば見失う！）

　角を曲がっていく烏を、あわてて追いかける。

　烏も速いが、羊も足の速さには自信がある。

「あれ？　いない？」

　だが、烏の姿はどこにもなかった。

　曲がり角の先には小さなトンネルがあるだけで、人っこひとりいない。

　トンネルは自転車一台くらいしか通れない歩行者用のもので、どうやらここをいったらしい。

「……てかちょっと怖いな、この道」

　土手に穴をあけたような作りで、上からツルが垂たれさがり、下からは雑草が伸びている。電灯が切れかけているのか、灯あかりがチカチカと点てん滅めつしている。

　見るからに不気味で、まるでゾンビゲームみたいなシチュエーションだ。

　それでも、烏の巣すを突つき止とめたくて、羊はトンネルの中へ足を一歩踏ふみいれた。

　烏はもう先にいってしまったのか、姿は見えない。

　コンクリートの壁かべはひびわれて、よどんで湿しめった空気と、ドブみたいな臭においがますます恐怖心をかき立てる。

　自分の影かげがゆれる中を、ビクビクしながら進んでいく。

（所しょ詮せん、ゲームはゲームや……リアルはマジで怖いわ……。こーゆーのって、ゲームだとテロリストが出てきて、バンバン撃うたれ……）

　と思った瞬しゅん間かん、うしろからガシッと頭をつかまれた。

「ふぇっ!?」

　ヘンな声が出てしまった。心臓が跳はね上あがる。

　変装用の帽ぼう子しが取りあげられ、びっくりしてふり返ると烏がいた。

「おまえか氷織。ボケェ」
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　尾び行こうに気づいて、トンネルの手前の草むらかどこかに隠かくれていたらしい。

　まさに闇やみ夜よに烏からすだ。

「ビビったぁ……」

　心臓がバクバクする。

「こっちのほうが怖いっちゅーねんボケ！　だれかつけてる思ったら、おまえか。なんやねん、こんなとこまで」

「いやあの……烏くんの生態が知りたくて」

　ごまかし方もわからないので、生態観察していることを素す直なおに言ってしまう羊。

　ストレートに言われ、烏は拍ひょう子し抜ぬけしたような顔になる。

　それからニタッといつもの笑みを浮うかべた。

「おまえ最近、ずっとおれのこと観察してるやろ」

　とっくにバレていたらしい。

「うん」

　そしてそれも素す直なおに認めてしまう羊。

「バレバレやねん。うっとうしいくらい視線感じるし。やめてくれ気ぃちるから」

「……うんゴメン。……あの、烏くんって、ダメなとこあんの？」

「なんやその質問」

　トンネルの先に家があるらしく、烏がぶらぶらと歩き始める。

「……ダメなとこなんか、あるよそらいっぱい。毎日必死や。レベルの高いチームメイトについていくのも、ちゃんと高校生すんのも、人付き合いも、勉強も」

　意外だった。

「そんなふうには見えへんかったけど。烏くん、カンペキやし」

「ま……バレへんように手ぇ抜ぬいてんねん。まあ、あとは遊び心かな。サッカーだけやってるやつがすごい選手になれるとはおれは思わんし。おれは株とか経営とか興味あるから、今、街づくりのゲームしてんねん。あと遊園地経営するゲーム。それからコンビニ経営するゲーム」

「烏くんもゲームすんねや？」

　ジャンルはちがうが、烏もゲーマーだった。ちょっとうれしくなる。

「うん。人生は死ぬまでのヒマつぶしって言葉あるやろ？　アレちょっと嫌いやねんおれ。ヒマつぶしやと消極的でネガティブに聞こえるから、死ぬまでの〝遊び〟にしとる。おれっていうスペックのキャラを、最大限使って楽しむためのゲームやろ、人生は。そのほうがワクワクする」

（あ、そこもなんか自分と似てる）

　羊はまたうれしくなる。

（……でもぼくとは真逆や。やっぱりすごいわ、この人）

　烏くんの生態は、知れば知るほどおもしろかった。
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　トンネルを抜ぬけ、街灯が照らす歩道をてくてく歩く。

　新興住宅地らしく、ゆるやかな坂道にそって新しく大きな家が並んでいる。

「あー、まだ話し足りへんかったら、家上がってく？」

「え、いいの？」

　予想外の展開に、心が浮うき立たつのを感じた。

　帰宅は遅くなってしまうが、親には居残り練習していたと言えばいい。

「ウチ、そこや」

「ここっ!?」

　烏が指差した方向には、白い塀へいでぐるりと囲まれた大だい豪ごう邸ていがあった。

　ほかの家よりひときわでかく、駐ちゅう車しゃ場じょうには黒くろ塗ぬりの高級車がずらり。

　想像以上に金持ちだった。

「すげぇ……。あ、でも表札の名前……」

　なぜか「烏」じゃなくて「竹たけ松まつ」と書いてある。

「あー、そやねん」

　烏がなんでもないことのように、淡たん々たんと説明してくれた。

「ウチもいろいろあってな。オヤジが愛人作って出てってもうてん。それで今、おれとオカンと犬二匹ひきと暮らしてる。表札変えろっておれもオカンに言うてんけど、いややねんて。いつでもオヤジが帰ってこれるようにって、アホな親やでほんま」

「……そうなん」

「外からじゃ立派に見えてても、家族っちゅうもんはわからんもんや」

　烏がしみじみ言う。

　羊にもじわりとしみる。

　烏の本音が、初めて聞けた気がする。

（烏くんも、いろいろあんねや……）

　玄げん関かんドアの前に着くと、烏が「あ！」と素すっ頓とん狂きょうな声を上げた。

「しまった～。そや、高級ハチミツ買ってきてって、オカンに言われてたんや」

「高級ハチミツ？」

「おまえが尾び行こうするから忘れてもうたやん。ちょっと買うてくるから、先に家ん中入っといて」

「ええ!?」

　烏は玄げん関かんのインターホンをピンポンと鳴らし、「ほな部屋で待っといてな！　オカンにラインしといたからだいじょうぶや！」と駆かけだしていく。

「ええ……」

　初めての家にいきなりひとりでは、ちょっと気まずい。

　というか、友だちの家に遊びにいくこと自体が初めてで、どうしていいかわからない。

　おろおろしていると、ガチャリと扉が開いた。

「こんば……」

「……なんやおまえ」

　出てきたのは、ムキムキの男だった。

（オカン……じゃないよな？）

　どう見てもちがう。

　坊ぼう主ず頭あたまで眉まゆ毛げが薄うすく、ギラギラゴールドのチェーンのネックレスをつけている。ガチのヤンキー。怖い人だ。

「いやあの……烏くんの友だちの氷織です。えと、その……」

　頭に「？」をいくつも浮うかべながら、おじぎをして自己紹介する。

「あ？　烏？」

「はい。ここの息子の……」

「は？　息子おれやけど」

　ヤンキーが氷織にガンを飛ばす。

「あの……ここって烏くんちじゃないんですか？」

「だれやそれクソガキ」

　見るからにイラついてるヤンキー息子。

　どういうことかわからなくて、あたふたする羊。

「だははははは！」

　道路の向こうから、烏の爆ばく笑しょうが聞こえてきた。

　少し離はなれたところで、腹を抱かかえて大笑いしている。

（うそやろ……だまされた!?）

　なんとこの大だい豪ごう邸てい、全然関係のない他人の家だった。

　オヤジが愛人作ってどーのこーのとホラ話まで作ってこんないたずらをしかけてくるなんて、烏のド畜ちく生しょう。

「なんじゃこらおまえらガキコラ」

　烏の笑い声に、男子高校生の悪ふざけとわかったらしい。ヤンキー息子がぶちキレて、羊の首根っこをつかみにくる。

「す、すみませんでしたー！」

　そこはサッカーエリートの俊しゅん敏びんさで、羊がサッと逃げる。

「待たんかいコラ！」

　ヤンキー息子が怒ど鳴なって追いかけてくる。

「うわわ！」

　羊が必死に逃げる。

　烏も笑いながら走り出だした。

「カ……カラスぅぅ！」

　帽ぼう子しを飛ばしてダッシュする。捕つかまったら殺やられる。ゲームよりヤバい。

「だはは！　遊び心や遊び心！」

「なんやそれムカつく！　なんや高級ハチミツて！　ってかマジで怖！」

　ヤンキー息子はひたいに青あお筋すじを浮うき立たたせて「待てゴラー！」とどこまでも追ってくる。全ぜん力りょく疾しっ走そうするふたり。

（怖！　……でも、なんか楽しい……）

　こんな経験は初めてだ。

「あいつえっらい速いな！　サンダルやのに！　だはは！」

　烏の爆ばく笑しょうに、羊もつられて吹ふき出してしまう。

「ぶふっ！　……あははは！」

　やっぱり烏は曲くせ者ものだ。

　うそつきで、隙すきがなくて、ド畜ちく生しょうで、すごいヤツ。

　羊はその日、心から笑った。





[image: キモチワルイ]

　烏と出で逢あってから、羊に少しずつ感情が戻ってきた。

　今までは黙もく々もくと練習してサッと帰ってしまうので、チームでも影かげの薄うすい存在だった。

　それが烏と軽口を叩たたき合あうようになり、次し第だいにほかのチームメイトとも打ち解けて話すようになった。

　練習が終わると、だれかが「腹へったー。コンビニいこうぜー」と言う。

「氷織もいくやろ」

「うん」

　烏に誘さそわれて、ついていく。

「ああああ！　しまったああ！　アイス買いたいのに十円足りん！」

　チームメイトがレジで泡あわを食ってると、羊がサッと十円玉を差し出す。

「貸すよ？」

「サンキュー氷織！　恩に着るわ～！」

　すぐに気づけるところが羊である。

　ちなみに羊はコンビニではだいたいヤクルトとおにぎりを買う。

　ヤクルトはなんか体によさそうだし、おにぎりはいろんな種類があって、選ぶ喜びがあるから。

（今日は炙あぶり明めん太たい子こおにぎりにしよ）

　母の作る完全アスリート食よりシンプルにおいしいし、「今日の分のたんぱく質やで！」「残したら世界一になられへん！」と言われて食べるよりは、こうしてみんなとワイワイ買い食いするほうが楽しい。

「氷織ってゲームすんの？」

　チームメイトに聞かれる。

「するで。ゲーミングチェア持ってるし」

「え、うらやましいねんけど。ガチのゲーマー？　プロゲーマー目指してるとか？」

「それもええね」

　羊が笑いながら答える。

「いやもったいなくね？　氷織やったらプロサッカー選手なれるやろ」

　だれかがツッコんで、また羊が「ははは」と笑った。

　烏との出で逢あいがきっかけで、おだやかで協調性の高い、本来の性格が出てきたといえる。友だちとつるんでダラダラ歩き食いする、普通の男子高校生。

　ただしそれも、家の外でのことだ。

　家に帰れば、目の光は消える。

　スイッチがオフになったように感情の波がなくなる。

　唯ゆい一いつ残るのは「キモチワルイ」という感情だ。

　両親の笑顔が、応おう援えんが、存在が、すべてが気持ち悪くてたまらない。

　だからすぐ部屋に引っこむ。ゲーム用のテレビ、ゲーミングチェア、ゲーミングヘッドセット。この三つがあれば、この家でも自分を保っていられる。

　テレビ画面の中で、ゾンビがバンバン撃うたれている。

（烏くんは、自分に期待しろって言ったけど……）

　親に期待されるのはしんどいし、キモチワルイ。

　でも、じゃあ自分になにを期待すればいいのかが、わからない。

　ゲームのキャラとして生きてきたから、自分のしたいことが、なにも浮うかばない。

　羊には、貫つらぬき通とおしたいエゴがなかったから。

　サッカーしかしてこなかった。

　でもサッカーは好きじゃない。

　世界一になりたいとか、一ミリも思わない。

　トップになりたいのは両親のエゴであり、当の羊自身は一度たりとも、サッカーで勝ちたいと思ったことはない。

（じゃあもし両親あのふたりがいなかったら、ぼくはなにがしたいん？　……わからへん）




　そして、高校二年生になった。

　相変わらずサッカー漬づけの日々で、やりたいことも見つけられないでいた。

　そして、羊の人生のターニングポイントがやってきた。

〝青い監獄ブルーロック〟への招待状が、羊の元へ届いたのである。

〈強化指定選手に選出されました。───日本フットボール連合〉

　羊あての手紙を勝手に開かい封ふうし、文面を見た両親は、テンションブチ上がりだった。

「よっしゃあ！　一気に日本代表目指せるでぇ!!　信じる者は救われるやで！」

「すごいで羊ちゃん！　ビッグチャンスやぁ！」

　バンビ大阪ユースでもめきめき頭角を現していた羊だが、評価される部分はパス、ボールタッチ、サッカーＩＱの部分だった。

　ストライカーというポジションとしては、物足りない。これでは世界一になれない。

　ＦＷフォワードとしては伸び悩んでいたところへの吉きっ報ぽうに、両親は「自分たちの夢がいよいよ叶かなうんや！」「自分たちはやっぱり間違っていなかった！」と、喜びを爆ばく発はつさせている。

　その姿が、羊にはまた気持ち悪かった。

　だからすぐ部屋にこもって、いつものようにゲームの世界に入りこんだ。

（……ぼくに「世界一」の夢を乗せてくんな）

　羊は、両親よりもずっと冷静な人間だ。親のエゴも理解できているし、自分の置かれたクソみたいな状況もわかっている。

　それでも親は親だし、生んでくれた感謝はある。

　だけど育て方がグロすぎる。それでも家族だ。ここから逃げ出したい。ああ、キモチワルイ。

　いつの間にか、想像の中で、ゾンビが両親になっている。

　父と母が、笑いながらこっちにやってくる。構わず撃うつ。

　パン！

　ヘッドショット。あごから入った弾だん丸がんが父の後頭部をふっ飛ばす。

　パン！　バン！

　母の目玉が飛び出て胸に穴があく。

　ダダダダ！

　連射で急所を狙ねらうけど、ゾンビなのでなかなか倒れない。

「いいぞ羊！　シュート！」

「がんばれ～！　世界一や世界一！」

　残った顔半分に笑顔をはりつけて、こっちにやってくる。

（……くんな。キモチワルイ）

　自分はいつまでサッカーを続けなくちゃいけないんだろう？

　上へ上へと駆かりたてられて、自分がどこにいるかも、自分がなにをしたいのかもわからない。

　でも。

（……逃げられるんかな）

　別にサッカーがやりたいわけじゃない。

　自分で選んだことじゃないし、好きじゃない。

　だけど、両親から離はなれられるなら……。

　この家を出られるなら、それでいい。

　サッカーをやる理由なんて、それくらいでいいのかもしれない。

　いつの間にか、画面の中のゾンビは全ぜん滅めつしていた。

　無意識に撃うちまくっていたらしい。

「……いこう」

　この先になにがあるかなんてわからない。けど、あの日本フットボール連合からの手紙は、自分にとっての救いなのかもしれない。

　羊は、東京へいくことに決めた。
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　翌日の練習終わり。

「おまえんとこにもきたか、非ひ凡ぼん」

　グラウンドで、ボールを片付けながら烏が言う。夕ゆう陽ひに影かげが伸び、顔が夕焼けの色に染まっている。

「烏も選ばれたんや」

　日本フットボール連合からの手紙は、烏のところにも届いていた。

　ひとりで東京へいかなければいけないと思っていた羊は、ちょっと、いやかなりうれしい。

「烏くんやろ。何回言わせんねん」

「……烏はいくの？」

　いつの間にか呼び捨てするようになった羊に、先輩として丁てい寧ねい語ごを要求する烏。そしてそれを羊がスルーするのは、最近のお約束である。

「当たり前やろ。おまえは？」

「……いくよ。両親から逃げられるし」

　烏には本音を言う。

「ハッ。そんな理由のヤツがこの先やってけるとは思わんけどなぁ」

　いつものニタニタ笑いでディスってくる。

「一緒にいこーや。バンビ大阪からはぼくらふたりだけやろ」

　烏がいたら、めちゃくちゃ心強い。東京、なんか怖いし。

「アホか。ひとりでいけ」

「なんで？」

　いきなり突つき離はなされてしまう。

「おれはストライカーとして日本代表になりたいねん。おまえみたいな消極メンタル凡ぼん野や郎ろうとコンビやと思われたら査定に響ひびくやんけ」

「……冷たいなぁ」

　烏らしいといえば烏らしいけど。

「クレバーと言え」

「わかったわかった」

　懐ふところに入ろうとすると、突つき離はなしてくる。

　それが曲くせ者もの烏。

　ボールを片付け終わると空は輝かがやくようなオレンジで、暮れなずむ夕ゆう陽ひがふたりの影かげをますます長くする。

「おまえ、自分に期待できるようになったんか？」

　空を眺ながめながら、烏が聞いてくる。

「……全然。そんなカンタンに変われるなら、サッカーやめてるよ、ぼく」

　変わりたいとは、思っている。

　だから東京に逃げる。

「ハハッ。おまえ家族に呪のろいの鉄球でもつけられてんのか？」

「ははっ。そうかも」

　言われてしっくりきた。

　動くに動けないほど重い鉄球を、自分は持たされている。

　鉄球は鎖くさりでしっかりと自分とつながっていて、投げ捨てることもできない。

「……烏」

「ん？」

「烏がおらんかったらぼく、もっと人生しんどかったわ」

　あのとき。烏が自分を見てくれたときも、こんなオレンジ色の空だった。
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　───まずは自分や。自分に期待しろ。




　そう言ってくれた。あの言葉で、本当に楽になった。

　親の期待に応えるために自分を殺さなくていいのだと、教えてくれた。

　烏と出で逢あわなかったら、どうなっていたかわからない。きっと鉄球はじわじわと大きくなり、いずれ押しつぶされていたと思う。

「なんやそれ。風か邪ぜ薬ぐすりみたいなもんかおれ？」

「ははっ。ほんまそれかも。ないよりはマシ的な」

「ハッ。それで結構。他人の言葉なんか気休めやろ。最後は自力でなんとかしろ」

　それな。これからは、自力でなんとかせんと。

　自分がなにをしたいかは、自分にしかわからないことだから。

「あー、呪のろいの鉄球壊こわしたおまえと早よしゃべりたいわー」

　烏がわざとらしく、大きな声を出した。

「なにそれ。おれ〝期待〟されてんの？」

「うん！　〝期待〟してる！」

　ドヤ顔でニタリ。

「やめてや。ド畜ちく生しょうカラス」

　苦笑いになる。

　けど、その期待はいやじゃない。

　近づけばかわされ、離はなれると引き寄せられる。

　うまく間合いをコントロールされているというか、完全に心の内を読まれているというか。プライベートでも烏はハンドワークがうまいなと、羊は思う。

「帰ろか。コンビニいくか？」

「いく。ヤクルト飲まな」

「なんやその義務感」

　烏が吹ふき出して、羊も笑う。

　両親の応おう援えんは呪のろいだけど、烏の言葉は風か邪ぜ薬ぐすりだ。




　出発の朝。

「いってらっしゃい羊！　絶対負けたらアカンで！　ネバギバやで！」

「死ぬほど応おう援えんしてるからね、羊ちゃん！」

　いつにもまして、明るくハッパをかける応おう援えん団だん。

　金銭面でも食事面でも全力で子どもをサポートして、すべてがうまくいっているとかたくなに信じている両親。

「うん……。いってきまーす」

「がんばれー！」

　ふりむきもせず玄げん関かんを出ていく我わが子を、万ばん歳ざいしながら見送る。

　その声が聞こえないところまで、羊は無心で歩く。

　一歩一歩、進むたびに、心がゆるんでいくのを感じる。

　ようやく、両親から離はなれられる。

　スーーーッ……。

　深呼吸をしながら、まぶたを閉じる。

　ゆっくりと顔を上げ、目を開く。見上げる空は青かった。

　光のない瞳ひとみに、澄すんだきらめきが戻る。

　やっと、解放された。

　つかの間かもしれないけど、初めて自分の意思でサッカーをする。

　まだ自分に期待したり、ワクワクしたりはできないけど……。

　でも、なにかが変わる。そんな予感がしてる。




　さあいこう。




　ここからぼくの、ＮニＥュＷー　ＧＡＭＥゲームを始めよう。





あとがき







　こんにちは！　公式前ぜん日じつ譚たん『小説ブルーロック　戦いの前、僕らは。』のライティングを担当させていただきました、もえぎ桃ももです。

　一巻では潔いさぎ世よ一いち・凪なぎ誠せい士し郎ろう・蜂ばち楽ら廻めぐる、二巻では千ち切ぎり豹ひょう馬ま・御み影かげ玲レ王オ・糸いと師し凛りんの前ぜん日じつ譚たんが読めますので、ぜひそちらもよろしくお願いいたします。

　このシリーズは、原作者の金かね城しろ先生がプロットを書き、わたしが文章に起こしています。プロットとは、ストーリーのあらすじや構成のことで、料理にたとえるならレシピ、建物にたとえるなら設計図、マンガにたとえるならネームに近いと思います。原作マンガだと、ネームが金城先生で、本編作画がノの村むら優ゆう介すけ先生、スピンオフマンガ『ブルーロック─ＥＰＩＳＯＤＥエピソード　凪─』が三宮さんのみや宏こう太た先生です。ちなみにこの小説のイラストは三宮先生がご担当されています。

　そして、この小説が出来上がるまでには、たくさんの工程があります。

　金城先生がプロットを作り、それをもとにわたしが小説を書き、さらにそれを金城先生がチェックする。ストーリーやキャラの描びょう写しゃ、行動はもちろん、モブキャラのセリフひとつひとつにいたるまで、細かくチェックが入ります。このチェックを「原作者監かん修しゅう」といい、金城先生のオーケーが出て完成ということになります。

　チェックで修正が入ることを編集用語で「赤字が入る」といいます。

　わたしが書いた文章が金城先生のイメージとズレていて、そこを修正するわけですが、この赤字にときどき感動してしまうことがあります。キャラがより鮮明に、ドラマチックになる瞬しゅん間かんが味わえるからです（ここから、多少ネタバレが入りますので、できればシリーズの本文を読んでから読むことをおすすめします）。

　一巻の話で大変恐縮なのですが、蜂楽廻の前ぜん日じつ譚たんのラスト。泥どろまみれの蜂楽を、母の蜂楽優ゆうさんがぎゅーっと抱だきしめるシーンがあるのですが、その後にこんな一文が続きます。

〈優が「あはは。」と天てん真しん爛らん漫まんに笑う。〉

　実はわたしが書いた最初の原稿では、

〈優が「あはは。」と苦笑いになる。〉

　でした。だって高校生の息むす子こが泥どろまみれで現れたら、いくらやさしいお母さんでも、苦笑いになりませんか？

　でも、赤字は「天てん真しん爛らん漫まんに笑う。」、つまり優さんは心から笑って息子を抱だきしめるのです。優さんの愛を感じた赤字でした。

　あと、國くに神がみエピソードの中では、「錬れん介すけゴーランド」が赤字でした。

　わたしが書いた原稿では、國神は妹と姉を両りょう腕うでにぶら下げるだけでした（それでもじゅうぶんすごいと思いますが）。それが、原作者監かん修しゅう後ごには、妹と姉をぶら下げて、まさかの回転！　さすが金城先生の國神です。パワーがわたしの想像をはるかに超こえてきます。




　さて、潔、凪、蜂楽、千切、玲王、凛、二に子こ、國神、氷ひ織おり、九人のエゴイスト以外に、みなさんはだれの前ぜん日じつ譚たんを読んでみたいですか？　本編にいたるまでの軌き跡せきを知りたい！　というキャラをぜひ教えてください。

　もしよろしかったら、お手紙やおハガキで左記にお送りいただくか、「＃ブルーロック前日譚希望キャラ」のタグをつけてポスト（旧ツイート）していただければと思います。

　もちろん、読んだ感想もお教えいただければとてもうれしいです！

　それでは、ここまでお読みいただきありがとうございました。

　読者のみなさまに心からの感謝を申し上げます。




【お手紙のあて先】

　〒１１２‐８００１　東京都文京区音羽２‐12‐21

　講談社　青い鳥文庫編集部




　最後に。二子、國神、烏からす旅た人びとは『ブルーロック　キャラクターブック　ＥＧＯＩＳＴエゴイスト　ＢＩＢＬＥバイブル」にプロフィールが掲けい載さいされていますが、氷織はありません。気になる方も多いと思いますので、氷織のプロフを一部ご紹介します。


　誕生日……十一月三〇日




　年ねん齢れい（〝青い監獄ブルーロック〟入にゅう寮りょう時じ）……十六歳さい（高校二年生）




　星座……射い手て座




　出身地……京都府




　身長……一八三センチ




　足のサイズ……27センチ




　血液型……Ｂ型




　好きな食べ物……サンマの塩焼き（苦いところもいけるで）




　苦手な食べ物……わたがし（だまされた気分になれへん？　あれ砂糖やで）




　好きな季節……梅つ雨ゆ。雨でサッカーできない→家にいる→ゲームしていい→好き
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★この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とは関係ありません。





このＫＣ DXを読んだご意見・ご感想などを下記へお寄せいただければうれしく思います。なお、お送りいただいたお手紙・おハガキは、ご記入いただいた個人情報を含めて著者にお渡しすることがありますので、あらかじめご了解のうえ、お送りください。




〈あて先〉

〒１１２‐８００１　東京都文京区音羽２‐１２‐２１

講談社　青い鳥文庫編集部





イラスト　三宮宏太





本作品は、二〇二三年一〇月、小社よりＫＣデラックスとして刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







小しょう説せつ　ブルーロック

戦たたかいの前まえ、僕ぼくらは。　二に子こ・國くに神がみ・氷ひ織おり




二〇二三年一一月一日発行

著者：もえぎ桃もも

原作：金かね城しろ　宗むね幸ゆき

キャラクターデザイン：ノの村むら　優ゆう介すけ

©Momo Moegi/Muneyuki Kaneshiro/Yusuke Nomura 2023


発行者　森田浩章

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。


23O1003E

01







[image: ]



item/image/p042.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p025.jpg





item/image/p146.jpg





item/image/midashi_023.jpg





item/toc.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		二子一揮　没頭



		國神錬介　ルール



		氷織　羊　ＮＥＷ　ＧＡＭＥ



		奥付













Guide





		目次













item/image/midashi_022.jpg
5

H

1=
(=3
0N





item/image/midashi_025.jpg





item/image/midashi_024.jpg
WD





item/image/p180-181.jpg
ROUGH SKETCH
BY MUNEYUKI KANESHIRD






item/image/midashi_021.jpg





item/image/midashi_020.jpg
3 W& — Sk N





item/image/p058.jpg
an

4

Set

SHEE

Rensuke Kunigami

=4 B
B 188cm
i % & o#






item/image/p182-183.jpg
Z4

-~

\ 0 e >
S\ QO e e

m:/va.ac ~ /v

@?6);\ 230

NS
WE
(Ba) A=

~<
"I

ROUGH SKETCH
BY mUNETUK(
KANESHIRD






item/image/midashi_012.jpg
M—-—0O0-"0MN





item/image/midashi_011.jpg
Eo%Q





item/image/midashi_014.jpg
BL A HHNe





item/image/midashi_013.jpg
DR —NHMO





item/image/midashi_010.jpg
J.FM FY £ *,ml ]

SR e SR —





item/image/midashi_019.jpg
Bt B 4 I K





item/image/midashi_016.jpg
fMmeme V—0-—





item/image/midashi_015.jpg
MR <
L < %





item/image/midashi_018.jpg
i o r i





item/image/midashi_017.jpg
=R R\gBV)





item/image/p169.jpg
AN






item/image/midashi_001.jpg
ZE

xali

s

7

Ny






item/image/p184-185.jpg
v ROUGH SKETCH
BY MUNEYUKI KANESH (RO

%wfﬁ;j R 15? ?»,t(l 2

o N\
N\

fﬁl
iv
i
b =
4
3
e






item/image/midashi_003.jpg
L





item/image/midashi_002.jpg
B S M8 =t





item/image/tobira.jpg
L owleEE
mlerE®

o e
=3 %

ok






item/image/midashi_009.jpg
ARNDOESRIE





item/image/p186-187.jpg
ROUGH SKETCH

BY munELUKL
KANESHIRO

ST- TN

uﬁ\;\u)\'%&

Al
a
7
A
X
/s
N

LA —

33T LY

(\\A.jwiév’“\%)() >

PR AR\ 3N

la

=&
\a;:x% R oS N\~
3W3‘¢">‘f\*_\b »

N

== .
== .
) 2
7

S






item/image/midashi_008.jpg
TRAONERHMLOODS





item/image/midashi_005.jpg
MO >R—1tI1| M





item/image/p117.jpg
Y o Hior. i

L+H 11H30H

2 CES:
BE 183cm
i 3% BE
H & REBAT






item/image/midashi_004.jpg
e e





item/image/midashi_007.jpg
IK#E0 S 5





item/image/midashi_006.jpg
KeEem





item/image/p114.jpg





item/image/p073.jpg





item/image/p190-191.jpg
ARV ENTN N

ROUGH SKETCH

BY. MUNELUKS
KANESH (RO

AN e

\ >\ //', ,,(,, i\v-"ll '

% A N
! 4 1IN ,/\/\
) 'f,#// A,

= AA

=






item/image/p134.jpg
S

5%
R

s

R
SR
S

o
X






item/image/p017.jpg





item/image/end.jpg
Hg IKODANSHA





item/image/p188-189.jpg
ROUGH SKETCH
BY mUNEYUKI KANESHIRO

W
4

o
i

“

7 F
2

k3

-/

o
ST PR






item/image/p095.jpg





item/image/p003.jpg
PN T
B AU HBa0
RO SEE
Memey—o-—
TRE R

%® # zuz o<su
B 40 I B
K% — N B
R
S ¢
W
HFWRD v

& P 7
)

= 5 i





item/image/p002.jpg
CONTENTS

&
3

B
g8

a
EWCHHE

SoB e

2
MO D>R -1 M
Keem

K40 3 5

. I B 2

TROBR OO
RN LSk E

L &% =2 b

B &<

y]2

_ =
=

B4

M—-—O-—-H 0





item/image/p005.jpg
| NI

I k ki N i k o

LB 2A5H

a7 #o

B 7K iR &
5 E 173cm
I % B o®

H 5 RFE






